



m 































































略 w 纖，” n . ベ響 , ::）華.-'.， 














I ： 

.. m 
































關孝和先生之碑文 

先生諱孝和號自由稱新助姓關氏本姓內山兩氏世仕縣官先生嗣關氏爲人頴 敏尤好 
數術老成嘗布算定以爲合先生年甫六歲僅見而擧其差衆皆歎服及長愈精天文律曆奠 
所不通時稱爲算譜撰著數十 M 門人 ft 百人書行人傳欝乎碰矣寶永戊子十 W 二十四 H 
殉葬于江都牛撤區淨輪寺先生無子蒉姪爲_稱新七久之嗣絕孫 C 碰業令聞 U 衰遂至 
不知其慕今玆齋藤正順本田芳信木材規房同過此寺偶遇斷表刹 B 而讀則先生墓也卽 
同志八人合資痤碑使余銘陰銘日 

令聞旣衰遺敎枬存志士脩慕蝣家復原師弟之誠其德斯馎 
寬政&货十パ望 U 江都鳩台孔平信敏撰向陵奴瑛之書 
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關考和先生之碑文 






















序 

關孝和先生は、寶永五年十月二十四 n に歿せられたので、昨明治四 
十年が价も二百竿忌に相常するから、本件は先生の遺著中ょり關 
流算法七部喪を選んで、記念の爲に之を出版して祭典に更へ、東京 
帝阈大學理科大學內で、四月六日に開いた本曾の年食の時には、單 
に俜員川北朝鄰君が式辭を則讀するに止めた。其後同年六月の 
本曾通常會に 於て、 贫員佐野靜雄君が、 y 先生の事業、及び本朝數學 
の一斑を、廣く世人に知らしむる爲に、木朝数學通俗講談俜を催す 
の件を發議せられた が、 竹の容るる處となつて，二百年忌の當日 、卽 
ち明治四十年十二月五 R (陰料十 n 二十四 n) を卜して之を開他す 
ることに決し、同夜 f 京萵等商槳學校の大講觉に於て通俗講談曾 
を他 L た。 午後六時に開講し、 間九 時半に閉會 したが、 聽衆一千有 
餘名で、非常なる盛枰でぁつた。木書は此講演の筆記を、各_演莕 
が a ら訂正したものを K 錄したものでぁる。又當夜の座長藤澤 
芋 一 












君の間宵の辭中にある通りの理由で"講演せら U なかつたが川北、 
違藤兩君が、執筆せられたもの二篇が、木鲁中に附錄として收錄せ 
られてある。 

上記 川北 君の 式辭と •林鶴一君が草せられた關流算家系譜辑も 
附錄に載せてある。 

又昨年十一月十五日に御沙汰があつて、關先生に從四位を贈 
られたので、本會の催ではないが、男爵菊池大麓君 K 他有志济の發 
起で、十二月六日に光 -; の墳墓の地、 if 京 h 込浄輪寺の境內で、贈位 
奉吿祭を行つた。其次第をも附錄として木®の末尾に載せた。 
阔先主の货陵は、今日まで信すべきものが M はつて居ない。又筆 
S も M 様であつて、木書卷末にあるものは先生の著書、發微算法に 
あるのであるが、果して自筆であるか、疑はしいものである。 


明治四十一年三月 


東京數學物理學會事務委員識す 
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此曾に於きまして座長の席に着き圭することは、自分に於て過 
分の光榮と存じまする次第であります。鱗演に移9ます前に二 
言開竹の辭を述べます。先月十五日贈位の 御沙汰があ9ま I 
た關新助先生、数學莕の問には、普通關孝和先生として知られたる 
人は、本朝數學の大家であります。先生の赫々たる名®は、特り.本 
邦に於てのみならず、廣く海外にまで知れ渡つて居9ます。我朿 
京数學物理學會に於きましては、先生の功紱を表彰するの目的を 
以て、旣に今を距ること二十三年前に，明治十七年七月の钤に於き一 


IJH 脅の辭 



















まして# 員山川健次郞君の發議に 依り、 關賞牌と H - J すらのを設く 
るの 議を可決 致しました。 y K 牌の规則 は、 十ーヶ條ょ9成る次 
第でぁりますが' f 內の 0 的と云ふものは"第 一條に mj 記 L てぁり 
ます ^は「關 j 牌ハ關 先生 ノ芳名 チ 不朽 一〗傅へ且ッ數暮 ノ進步 

と！；ムふことになつて居ります。依て關牌の資金を募りました 
が、遺憾ながら、當時充分の額を得ることが出來ませなんだ。今日 
迄の狀況は、當時 lc めましたる少額の資金を根據と致しまして、そ 
しを利 S することを*努めて悟りましたやぅな、次第でござります。 
それょり飛で、明治三十三郎、今を距ること約七年ばかり前に、食員 
菊池大麓君の發議に依りまして、關先生の二百年忌を好い機會と 
致しま I て、何等かの方法、形式に依つて、記念の視典を舉行するこ 
とが決議になりました。踰へて明治三十五年會員、長岡半太郧君 











の發議に依りまして、此祖典の方法は、關先生の逍著を出版すろと 
一ームふ 、形式を 執る ことと なりました。 明治 Lj 十 年、 ml ち木年は恰も 
寶永五平に病歿されま L たる、 關先生の二百年忌に相常 致します 
るに依りて.我朿束數學物理學伶は、木¥四|の年會に於て、關孝和 
先生の 二 : J 年祭の 視典を、 舉行 致し it た。 又蘧に陳べ ましたる 
決議の趣意に依りまして、關先生の著は、澤山ご •さります る®內に 
於て、最も肝翌でぁると思はれる所の、關流算法七部游と云ふもの 
を、 出版す ることになりまして， 此關流算法七部遨 は、去る 九月發行 
になり £ し て. 现に 此處 にご ざり まする、 此赉物が、其記念の爲に出 
版になりました、關流算法七部逬 でぁります。 で此記念の出版物 
を 致します るに、 關し .まして、委細の顚末は、此逬物の序文に書いて 
ご* さります るから， 此處にて は 略します。又此同 じ 書物の 中に、 酋 
員林紱 一 君の筆に 成りました、 關孝和先1;の 傅、 及び U 流算家系譜 
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W と：ムふものが、載つて居ります。是等の書物は、木日の講演と相 
待つて、關先生、幷に關流算學の事抦を明にする次第でぁりまする 
に衣つて、其事を一寸•中上げて置きます。此書物は本會會艮、其他 
に頒たれまして，此殘部は、廣く世に頒布するの目的を以て"授^;さ 
れて陆ります。 m 志の御方は、此書物に就て、御覽にならんことを、 
希望致します。 

與次に"木朝數學を今 n に保存することに就て、功 K 顯著なろ、會 
員川北朝鄰君、及び遠藤利貞君、此二人の御方を、諸君に御紹介致し 
たいと思ひます。川北朝鄰君 . 

(川北朝鄰君演壇に上る). 

此御方が川北朝鄰君であります。此關流の算學家の內にも、歳 
月の移るに從ひまして"幾多の流派を生じたる次第であ y ます。 

W 北君は關流の正統、或は宗統、波の第七傅，卽ち策七代目の御方で 
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あります。 川 北君が、數十年 S ET 价も 一 n の 如く、 終始一貫、木朝數 
學を今世に傅ふる上に於て.非常に盡怍されたる所の功鉛は、吾々 
の感謝する所であります。次に遠藤利貞君、 

(川北朝鄰君降壇、遠藤利貞君登壇、 . 

此御方が、遠藤利貞君であります。遠藤君は 十， 数年問の、苦心經 
资に成れる、大 n 木数 Mi 史と云ふ書物を、 jj 治二十九年に公にさ U 
ました。此物は木朝數學を研究する者の爲には、又は知ら/と 
欲する蒋の爲めには、贺に羅針盤と巾しても、差支なから Z と思は 
る、程に、非常に結構な、有益なる所の火著述であります。遠藤君 
は、又朿京帝國大學に於きま L て、和算の番物を集めまする事に就 
て、與 SN て力あ9、又帝阈學士院に於て是等の畨物を整理調査する 
ことに、盡力されて居ります。 

(遠藤利貞君降壇) ' 
















ちょつ と 巾 上げます るか、 川 北.違藤の 二君から、今日の 光榮に封し 
て、 謝意を陳べたいと云 ふことであります。 私は二君に代つ て ， K 
K を巾上げます。^;は 川 北、遠藤の刚君にも、木夕御講演を願ひた 
い次 ^ で ござりました。 倂 L 御 g の 如く、 刚君 とも 御老 ffi のこと 
でも ご 方りまする し、斯の如 く、 澤山の御方に 對する所の、 御講演を 
願ふのは"如何にも 心苦しく も あり、 i 乂時！ i に限9もあることで 
ありますから、 旁-则君に於 かれまして， 御講演されたく 思召る、 事 
柄は、 御記述を願 ひまして、 氾て出版 せらるべき、 此講談 食の、 講演集 
の中に載せること、致しました** 

K 次に 木 夕の通俗講演俾を發 起致しました、我 if 京數學物理學 
砰と云 ふ i のは、如何なるものであるか、未た廣く世11に知られて 
•店ら れぬ かとも、思はれまするに依りまして" 成べ く簡單に"本會の 
沿革を述べやぅと弘ひます。我柬 京數學物理學曾の前身/:る ill 










京數學曾社、曾社と h しますると、何やら今日では異樣に聞へます 
るが、 M 時分は、未だ學會と云ふ言葉が廣く行はれませぬ時代であ 
9ます。借此朿京数學 W 社は、明治十年に出來ましたものであ9 
i して、本年は恰も典创立、滿三十年になります。蓋し木邦に於て、 
學術研究を S 的として、创立せられましたる學&の中では、最も古 
いものであると思はれ圭す。明治十年の九月に、湯島の昌平 S 唯 
今の御茶の水の敎靑傅物館の在る所，其處に於きまして*神田孝平 
先生、及び柳楢悅先生の、二君の主唱に依りまして、若千の數學者が 
會合致しました。今 n ではただ数學と巾しまするものを、其當時 
は洋算と巾しました。それで創立當時の齊 ft は、其頃の洋算家、及 
び和算家と〗ムふものを殆ど網羅したものでありました。創立の 
0的は數學の普及研究を努めると云ふことになつて居9ます。 
精いことはそれの出版物に載つて居りまするで、此處に於て 

開曾の辭 七 






は略することと致します4參照の®め、次に數學雜誌第一號の卷首 
に載せたる、神田孝平先生の題言を 揭ぐ。 } 


此般數學 fr 趾チ開立スルノ H 的ハ益々斯學チシ】ア開進セン 

>ン n トチ欲スル il 在リ此學チ開進セシンンコトチ欲スルノ 
目的ハ實理チシテ大1一人11=明ナヲシムルーー在リ蓋シ數ハ理 
ノ證ナリ證 m ナラザレパ理顯レズ荷理ノ顯レンコ t チ求メパ 
數> レ11明セザルべヶンヤ我邦數學チ講ズル者古來其人一一乏 
シヵヲズ近世西學開クルーー及デ數學モ亦大一一進ミ.二三傑出ノ 
名家アリテ出デ flt 西ノ美チ倂セ大一一斯學ノ面目チー新セリト 
云フ顧フーー h 時武治ノ世士人卜稱スル者導ラ體カチ重ンジ.智 
カチ重ンゼズ儒者佛衣诗空理チ務 > テ實用チ務 V #ズ算數ノ事 
一1 至 T ハ 之チ卑シ ム コト 特一1 « シク視テ以テ商賈ノ事トシ 之 
チ度外=描夕1一至レリ方今乳風漸ク除ヶリト雖モ餘習未ダ盡 























ク去ヲズ常 * A ハ論 
シテ君子學士卜稱 
ル ノミ ナヲズ講ゼ 
ザレパ理顯レザル 
ノ面目チー新セリ 
其效未ダ公衆一般 
設ヶタル所以トリ 
ス乃亦此 rn 的チ達 
初議略 K 端緖チ開 
ル11在リ艽目的日 
日ク各人ノ質問チ 
番ノ件ハ弘ク公衆 
可キナリ E ク旣11 


ザルチ以テ辱トナサ.、ルーー 至ル是數明 ナヲ 
コトチ知ヲザルチ以テナリ然ヲパ 則 t 斯 #- 
卜云フ蔣 ip 唯 K 專門有志 輩ノ H 11 止 マリ テ 
ノ W 益チ爲ス！一及パズト云フぺ' 〆 是此锊チ 
木侉旣〗一公衆一般數學ノ開進チ以テ目的卜 
スべキ方略チ撰パザル可ヲズ 是二於 T 會間 
キ要スルーーカノ及ブ所 チ盡 サン 3トチ欲ス 
ク内外古今數爭關 係ノ® 籍チ苋集スルナリ 
受ケパ必ズ之 が 答 チ ©ス可キ也13ク會中不 
1一 K 問ス可キナリ日ク西洋數學喪チ翻譯ス 
翻課セル卷ハ之チ印行ス可キナリ日ク諸名 
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義譯例等チー定ス可キナリ日ク每曾議定スル所ハ輯錄シテ印 
行ス可キ ナリ此 等 t 大略11 シテ 細目ノ如 キー ー至リサハ逐會議 
定スル所ァヲソ.トス今議事輯錄第一號稿成ル题シテ朿京數學 
會社雜誌卜云フ將-1剞劂-一附セントス依テ聊立會ノ本志チ述 

ルコトカクノ如シ。 

俗て f 京数學稗社削立後六年 lj は，殆ど每月、軒が開かれまして、 
a — J 頃は また 社 n と I しました、 — La の講述 K がぁつた譯 
でぁります。 明治十七平に 生りまして、 趾員菊池大麓君の發議に 
依 SS まして、侉名を改めて、％今の 名前‘ lj ち lf 京 數學物理學#と稱 
することとなりました。 特り数學 のみならず、 物理^及び a 學 、卽 
ち 天文學等 を も、考究す るを 目的とすること(: なりまし /: 。 そ ft 
ょり 二十四 年を 經 まして、 今 CH に 至り まし/: 次第で ございます。 

此前後相通じて三十年！ r 木- fr は、每半 llel の年宵と、十耽の通常會 
















とを問きまして、数ゆ、物理ゆ等の硏究、及び普及を圖9居9たる次 
第で ござります。 又同一の： n 的を以て*時々に 臨時に、 いろ^-の 
仕を致しました。 それ 等を悉く巾述/ますると云ふと、餘り長く 
なりますが、先年、北(常時神田小川町にありたる、屯 京物 堙學校の！！ 
堂をりまして、十數囘に互る数 H の講義を致しま I たるが 如き、 
又近く 木 年 四月， 物理學の範圍內に於て 、通 俗學術講談食を開き ま 
したることは、倚ほ 世の人の記臆に、 新なる所の事柄であります。 
又败學、物理 at 等に y 係しまして、今日廣く视 に 行はれて居ります 
る術語は、多くは 木酋ょ 9出でたるものであります。 殊に 此 物理 
學の術語に 就きましては、 餘程前に木 ft から、 和英佛獨物理學術語 
辭禝と 云 ふ啓物が 出版されまして、火に 物理學上の 術語を一定す 
ることに、與つて 力 ありたる次® で ご ■さります U で數學物理學の 
硏究 ，及び 普及 上、 木传ガ終始一貫、 IJ- の中心となり、活動致しました 
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委細の ll 柄は、木哲出版物の內に褐げてあります。乂唞新しく中 
す迄もなく、總て斯の如き學饵の木領、生命とも云ふ i のは， JI ; 學色 
よ9出づる、出版物に依つて代表される次第でありますから、〇よ 
つと、 簡單に、木俜の出版物の事を I し上げます。朿京数學&祉時 
代に於きまして、毎月一囘出版致しました、雜誌がござります。之 
は極く机末の n 木紙に木板で印刷されたものが、第一號よ9第三 
十五號に至る、三十五號程ござります。それよの、三 T " 六號より||1' 
形が大きくなりまして、六十七號に至^'まする。之は活版で、洋紙 
に印刷してござります U それだけが、數學食社と rtl しました^代 
の、 出版物でありまして、乳內容は、和算の n 題は暫く措きまして，重 
に今日で I しますると 云 ふと、 初 ^ 數 m の 範圍内 * 於け る 題 ^ 
の如き ものでありまして、極めて幼稚なる ものであります。 此の 
會の名が、 j 沿十七年に f 京數學物理 學齊と 改まりまして出版物 
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も亦:|£(後は*京數學物理學 a 記^と稱すること，なりまし/: 
卷の一より卷の三迄は、斯の如く小形な體裁で、出版されました。 
卷の四よ 9 は形も稍 t 大き くな. SN まして、又其內容，體裁等 も、 餘程整 
つて參つた次笫であります。斯の如く致しまして卷の五、六、 七、 八 
迄はそれぞれ完結して居りまして、其中には、大分貴重なる論文等 
も載つて居9ま文卷の九は此第一册が一値か一册が出版にな 
りまし/: BJ りになつて居ります U それで此卷の九の第一册が出 
K になしたのは l 治三十五年でありまして、其頃の事務報吿 
が、 ま f : hsK なつて居りませぬのがありますので、近それを 出 
K す ることにな つて居ります。それで此卷の九を閉づること (: 
なつて 居 す。 それで、 之は昨今に至9まして、 極つ たこと であ 
9ますが、東京數學物理學會記事の、卷の一より卷の九に至る迄を. 
其第一集卽ち第一の「セリ—」と致しますこと(:なり まし/: それ 











とは全く別の-唯今巾しまする記事とは、全く別に W 治三十四 

年よ9||京數學物理ゆ^報ホ|と1-ムふものが、始と每月.仿合があ9 
まする、 ;!; 貪介毎に、出版になることとな9ました。 K 出版物の表 
題は、唯今巾しまする如くに、最初は朿京數學物理學贪報吿、中頃に 
至9まして tf 京數學物理學矜記率槪要後に至りまして、槪袈を 
省いて，又元の束京數學物理學會記事と云ふことにな吖ました。 
如何にも其名前か - ft 雜して居ります。倂し今 B より遡つて其名 
稱を改めま L て、此三十四年よ SNL て後に出版にな9ました出版 
物、之を第二集卽ち第二『セリー」の朿 K 數學物理 m 付記事と稱する 
こととなりました、斯の如くして、本食の出版物の名稱が、近頃に至 
りまして整理された次第でござ SN ます。それも此處に載つて居 
ります。三十年前の 11 題集然たる所の雜誌と，今 H の出版物とを 
比較 L ますると、吾々は寶に今 : の感に tt へぬ次第であります。 




















之は III 版物 K 物に就て御批評を乞ふことと致しまして、玆には別 
に巾し上げぬことに致します。尙ほ t 外にも前に巾 Li した明 
治二十一年に出版になりました物理學術語辭赛、藤澤敎授「セミナ 
リ ' ~」演習錄等の、臨時的の[ I 版物がござります。それらの出版物 
は* ^ 此机の上に載つて居ります。 

尙ほ開貪の辭を終へる前に1^]し上げたきことがあ9ます。 
此講談會は、巾す迄もなく、關先生の二百年忌に際し•先生の功紙を 
表彰するを目的とするものであ9ますが"そ U と同時に'口々が心 
密に希望する次第がござります。ナポレ J - ン時代に、佛蘭四國に 
於きまして、幾多の大数 m 衣が輩出致しました如く、又四曆千八百 
七十年の、普怫戰爭の前後に於きまして、獨逸阈に於て、數學が非常 
に進步、發達しましたる如きは、比較的新い事實であります。總て 
一國國連の向上勃興は、 W 國に於て大數學者が輩出し、數學が非常 


















に進步發達を 致します ること、、恰も其時を同ぅするが如きは、歷 
史上に於て屢 I 見る所の 現象であります。 我阈に於きまして k 日 
露戰役の後を承け、國遝が、日に月に"彌が上に向上勃興1つ>ある、 
此際に於て、直後には數學思想の普及を圖ぇ問接には我同胞五千 
萬 人中、何 所にか氣連の然 らしむ る所、 必ずや伏在して 居るならん 
と思は る > 數學的天才が、批に現はる、 ことを 促す上に 於て、本 円 
の催が、多少の效果あれかしと、深く希望もし又期待も致しまする 
次第であります。 之を以て開會の辭 と致します。 ( I 巧) 
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關孝和先生の事蹟に就て 

理學士林 鶴一君講演 

k^vp' cwvtMvda? 

r 私はば孝和先&の事蹟に就てと云ふ題で、少し御話を致さうと 
思ひます。關先生の事踉に就て御話を致す前に、其前には我國の 

【：し.-■'ノ -■* . 

数學と云ぶものが、どう云ふ有様であつたかと、云ふことを.锏話し 
て置いたなら，ぱ、4^に都合が货からうと思ひます。關先生以後の 
事は、次吹狩の御講演にぁる箸に、なつて居りますから、それ 
と引合せたならば、前後相連つ て、 大に御分9が K しからうと思ひ 
ます。それ 故、 私は關先生の前の事を少し 御 話して、それから關先 
生の事を御話致さうと思ひ i す。 



mj 孝和先生の事路に就て 


















どれ程開けなかつたにしても、物を數へること や、 度量衡の こと 
は、 吾々の生活上*だ必要な事でありますから『多少の算術が、餘程 I 

古い時代に於ても、なかつたと云ふことは、出来ないであら，っと思 
ひます。今吾々が使つて居る天秤と云ふ言葉にしても、「アンノミ 
ハヵリ」と云ふ名で >£の歷史に遺つて居ると云ふことであります。一 

まあ、 それは一つの例であります が、 さう云ふ風で多少の算術があ 
つたに相違ありませぬ。從つて加減乘除の方法を知らないと云 

ふことは"ありますまいが、神代の頃の樣子は我々に能くは.分らな 

% 0 
i 

吾々 が 我國の歷史を學びまする時に、時々此度量衡の事や、或は 
天文に關した事、さう云ふ事に出曾 ふこと があります。例へば神 
武天皇の御時には正朔を 定め、 歳月！！：の順序を定める、と云ふやう. 
なことを■いて あ9ます。或は照中天皇の御時には，內藏の出納 












を記帳せしめる、とームふやうなことも書いてある。さう云ふ事は、 
钙多少の算術の知識があつたと云ふことを、證叨するものと思ひ 
ますが、倂し學問と云ふ程の知識は、なかつたと言つて，宜しからう 
と思ひます。繼體天皇の御時に，五經が輸入されました。五經が 
輸入されましたが、 t 中には易經の如く，數に關した事があ9ます 
から、それ等を食 1 するに就ては*やはり算術の心得が必要であつ 
たと思はれる。 

それから欽叨天皇？：！の御時、御名前では時代が能く御分りにな 
りますまいと思ひますから、西洋曆の年數，或は世紀の數を御話を 
しやうと思ひます、欽明天皇の御時と云ふのは、第六世紀，百濟から 
易博士と曆博士 が來たと云 ふこと が、歷史に載つて居る。それか 
ら推十 n 天皇の御時に•それは第七佌紀の初、年數は m 曆の六百二年、 
其時にも、 やはり n 濟から W に關す る® 物、天文に關する®物、又方 


關一孝和先生の事路に就て 
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術の I 遁甲の書と r ムふものを，獻上になつたと云ふことが歷史 r 
出て屉 る。 咒の畨物な どと、 一緒になつて®りますから、其邊は甚 
•こ 白くない ことであります が、 ffi も角、&| の ^ I 物天文の ^ 物が來 
た。甘；頃から我國に於ては-支那の曆を川ふる•ことになつた。又 
舒明灭皇の御時であります が、 支那の度量衡を採川したと云ふこ 
とがあります。 それで丁度今.御話しました策六世紀の後/ |> から 
第七世紀の初に S つて"支 r の數學がいろ^"の形で、輸入されて 
來たと云はなければ、ならぬのであります。 

之は易の事、將の y に關して居りますが、毛ぅ少1數學の方に、® 
接關係のある歷史上の.記事は、天智天皇の頃、之は七世紀の中頃ょ 
りは少し終りの顷放顷には學校が出來たと云ふことが出て居り 
ますが、苏學校には算榑士と云ふものがあつち又算術を習ふ所 
の算 生が あつたと r ムふことであります。.尙ほ其-■時には天文臺が 











あつたと r ムふことであります。 其算傅士 、算 生のやつた所の算饨 
ゃ：天文臺觀测の方法は、全く支那の K 似をしたに相違ありませぬ。 
此支那から輸入した 所の 算術が、 段々と榮ぇて、文武天皇聖武天皇 
の頃丨之は七世紀から八世紀に跨りますが— K 頃に於ては、最も 
盛であ' つたら L い。 餘9精しい K は分りませぬ：が、第一期に數學 
を輸入 L 、 最も盛に なつた 頃は、乳時で あつたやぅに 思はれる。 

ちょつ と K 時の敎科逬 として、 川ひて®つた普物の名前を巾し 
まする と’之は今では、乳®物 S 飜刻 になつたもので"手に人れ るこ 
との出來る物もあり"又出来ない物もありま寸が、先第一に周脾算 
經と云 ふのがある。之は周の時代に出来た、支那で最も古い天文 
の#物であります。それから九章と云ふのが ある。 之は二通り 
喪物がある。支那の歴史を見ますと"隸首と 一•ムふ人が算術の事に" 
蘭係したと云 ふこと が出て®り i す。 ;^ 隸首が作つた所のもの 

阑孝和先生の 事蹟 U 就て J 









と、 周公が作つたと、 言 はれて居る所のものと、 二通りで あ 9 ます。 
此九韋、及周髀算經と云ふのは、非常に名高い書物である。我々か 
數學を習ふときに方殺と云ふ言葉を用ふる。多くは其方程の意 
味を知らずに、方程々々と言つて居るので あ 9 ますが、 方程と云ふ 
語は、此九章算術の內の一章を形造つて 居る、 方程章と云ふのがあ 
9ます。 多分艽義理は、數を 較べ、ほどを はかると云ふので あらぅ 
方程の程は、課程の程で、割り あつる と云 ふことであらぅ と 思 はれ 
る。それから、 今は直角三角形と云 ふことになつ て 居ります が、 少 
し 前は 鉤股弦と 云ふ名 ;J を yl つた。 弦の字は省かれて しまつて" 
飾 没と一. ムふ章な ども’ 九萆の内の一章を形ち 作つ て居る。それで 
あ9 ますから* 方程、 鉤股と 云ふ言葉は、餘程古いものと 言はなけれ 
ばなら ぬ。尙ほ K 外に孫子算經と云 ふものがある。 それは名离 
、孫子の乍つたものだと云 ひます。 又遜に 言ふた、 五經に關する 












數學を c めて作つ た， 五經 T 術と云ふものもある"さう r ムふもの 
が 幾つもあります が、 重なるらのを擧げ ると、 今ームふやうなもので 
あります。さう 云ふ種類のものが、 K 時の敎科喪 であつて、今日で 
は 滅多に我々は見ることは出来ないのである。 

桓武天皇の頃に—之は八世紀の終りから、九世紀に跨つて居り 
ます—其頃に大學寮と云ふものがあつた。嵯峨天皇の頃、それが 
九世紀の初、勸學院と云ふのがあつた。陽成天皇の時に、淳和院、羿 
學院と云ふ學校があつた。それ等の學校に於ては、算術は餘9重 
ぜられて居なかつた‘第一期に輸入した支那數 JL は、 JJ 頃に至つ 
て大分衰へて來たのであり"^す。それが醒醒天^ I 延喜の頃にな 
つて，稍又盛になつたと云ふことであ9ますが，文武天皇、聖武天皇 
の頃の l には盛になかつ た。 それから後には、曆の道、之は甚だ大 
s のものであ9ますから、此曆に關係した事を掌つて居る人々は、 


關孝和先生の事路-就て 
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稍 m W な 算術を も 知つて居つたであ 0 ませう が、 多くは 陰陽の術* 
^^ sin 術.、或.は I ^ J 、^^ 柯と云 ふやうな-のと混 P さ L て餘卷つま 
らぬものと， なつてしまつたので ある。 一般の人民は、唯 B 常いる 
所の加減乘除位知つて*別に®理と云ふやうな、やかましい、は知 
，しない ことにな つた。 源平の時代から、 M 利の時代となつて は、 始 
ど数學と一 ' ムふものは、なかつたと云ふても觉しい有樣になつた。 

t 後にもう 一0支那から數學を輸入しました。それは文祿"慶 
技の頃で ある。 ずつと時代が降つて思 る。 それは十六世紀の終 
9、 十 b 比杞の初め頃になります。もつ と 分り易く言ふなら ば、 太 
S ■の時代であります。 I - 時に又支那から 、数 m を輪入すること 
こなつたと 云ふことである。世しまだ我國獨特の算術が起つた 
と云ふ課ではない。支那の數學の再輸入である。災時に毛利勘 
兵衞重能、斯う云ふ人があつた*此人は初めは池田輝政の家來で 




















ありましたが、 後に豐 1 秀吉の家來となつたと言はれて 居る。 此 
人が■支那に留 I をした 。 K _の支那は JJ 朝で ある、 で一度行つて 
支那の数 m を學んで來や うと m つた所が、身分が低いと云ふので、 

を太閤榇 に 吿げ た。そこで 秀吉 は、 毛利重能を出羽守と云ふこと 
にして•さうしてやつ た' 所が二度 行つたのは宜し‘ いが 、 K 時太閤 
发は朝鮮正伐を企て、店る。 朝鮮の後援 Jf - は明朝で ある。 それ 
であるからして，又 思 ふやうに 行かない。十分に支那の数學を學 
しで 歸つて來 ると 云 ふことが、 出来なかつたので ある。 秀吉と一 / 
ふ人は豪傑でありますから、 築城の事な どに就て、 算術の必要を知 
つて W つたと 見へ る、それで 毛利重能と ー ムふ 人を 支那に留學させ 
ると云 ふこと をしたのであらう。 

志をずして 毛利重能は歸って來た 。歸 つた時には秀吉は死 


網笮和 t 屯の K 睹に就て 




















んだ 後で ありま L た。 重能が歸朝 する 時に書物を持つて歸つ た。 
其窬物が算法統宗と云 ふものである。 此算法統宗と云ふ書物を 
持つて歸つ た。 それは明朝の程大位と云ふ人が描へた書物であ 
る。 此 ffl 物は艽後日木でも飜刻され た。 これが我國の數學の歷 
史を話す上に於ては是非とも話さなければならぬ所の書物であ 
る** 

和 算丨日 木の数學—斯ぅ言 ひます と、多くの人は直に珠盤を 想 
ひ 出す。 此程大位の叢いた算法統宗の 中に 珠盤の圖が ある。 其 
木を毛利重能が持つて歸 りました。 珠盤を造る と 云 ふことは、 其 
時に始めて我國に出來る やぅに なつた ので、 今でも支那の珠盤と 
日本の珠 盤と、 大方 同じであります。 算法統宗の 中に 珠盤の割り 
骛見一無除作九の 一と 云ふ言葉がある*今は見一無頭と言ひま 
すが、 其本に あるのは 見一無除作九の 一と 云ふので あります。 無 












頭と 1•ムふのは後に言ふ塵劫記と云ふ本からである。それから二 
一天ャの五、四三七十の二などと云ふ割り聲は此木が我國に這入 
つてから始まるので ある。この 時に珠盤が輸入された V その前 
にはどぅであるか。先刻前にも輸入したと言ひましたが、其時*日 
本でやつて居つた數學は、どぅして計算して H つたかと云ふ疑念 
が 起る。此事は後に御話をします が、 兎に角、太閤樣の頃に珠盤が 
輸入されたと云ふこと を、 諸君は御記憶あらんことを、希望するの 

4 

であ9ます。 

; 毛利重能と云ふ人は、大坂城が陷 svi してから、京都に來て算 
術を敎へて I つた。看板を掛けて大に數學を敎へた。其看板は 
天下一、割算特南と云ふ看板であります。今言ふ通り、毛利重能は 
割算が大得意てぁります。其看板が基だ大きいのでぁりますか 
ら，名聲天下に根ふと一-ムふ譯で、弟子が非常に澤山に集まつた。晚 
—關孝和先生の事路に就て 














年には江戶へ來たと云ふこと であります が、それは 能く分らない。 
又一説には、此毛利重能と云ふ は、 支那に も 行かず、又豐 R の家来 
でなかつたと 云 ふこともあります が、先づ今御話 L たのが確實で 
あるやうである。 

毛利重能と云ふ人は，割算をさう 一•ムふ風に日木に輸入したので 
ありますが、更に珠盤に a ] する、 It 物を著したと〕.ムふことがある. 
之は 數學歷史上、特筆大遨 せなければ ならぬ所のことであると考 
へます。日本人が数 帛の逬 物を著したのは、此毛利重能から始ま 
る。それは歸除濫脇と云ふのであり，ます。之が和算の書物の始 
まりで二册あつた。惜いことであるが、吾々に其黹物は傅は y ま 
せぬ。十八 此紀の 終りの 頃、 今から rl 年 程 前、 天明の頃迄は傅はつ 
て居つたやうでありますが"今吾ケはそれを見ることが出來 ない。 
倂し ながらモ利重能と ：• ムふ人が，數 m に關する#：物欠始めて作つ 















た 人で あると；. ムふこと、 この - Kf : 重要の^を忘れてはなりますま 

、〇 

IV 

毛利重能の弟子に、三人の豪傑があつた。其時の人は其三人の 
ことを三子と言ふて®敬した。今村知商、吉田光由、 yr 原吉種、斯ぅ 
云ふ人があつた。 ‘ . 

此屮の今村知商と云ふ人の、弟子の弟子の乂弟 子— 一々 tp (名ぶ|{ 
を中 上げても宜しい が'それは餘り繁雜にな 9ますから止めます 
I 弟子が W に二つ這入つて 居ります。 それであ9 ますから、今村 
知商と云ふ人を入れて、三代口に當る n の艽弟子に &川 春海と云 
ふ人が ある。 通稱は助左衞門と云 ふ。 關先生と同 U に、御贈位の 
恩典に與つた &川 助左衞門と云ふのは、 今村知 商と云ふ人の 弟子 
の弟子の弟 A であります。 问時に御贈位になつた人々の列の中、 
關 先生と、丁度竝んで、關先生の一つ前に出て 居ります。 之は 盾 m 
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莕であり i す。曆の學莕である。それ迄は"支那の曆を3¢儘採川 
して 居つたのに、 n 木人が M を作るに至つたのは、此流川春海から 
始まつ/:ので あ 9 ますから、 大功があ9 i すので、其功に依つ て 御 
贈位になつたのであらうと思 ふ。 此人の二百年忌は明治四十七 
年(: 當ります。 今別 i : 此人の記念會を催す と 云 ふこと (:就て は、 
まだ何も催しはないやうであ9 ますが、 多分さういふ ことが 出來 
るで あらう と思 ひます。 之は今^の御話を します (:附け加へ て、 
御話をしたのでございます" 

其次の吉田光由と云ふ 人、 之も和算の事を知る上に是非典覺ゅ 
べき人である。^時代は十六世紀の終りから十七世紀の 初、 千五 
百九十八年から千六百七十二年の間"之は第二の數學書を害い 
/:人で ある。 和算と言ひますと、直ぐに塵劫記と云ふ本を想ひ出 
す。 此塵劫記と云ふ書物は、以前は大抵の人の家に在つたもので 











ある。布名な E 算や、入れ子算や、繼子算 や、さう 云ふ IM 題のある書 
物である。 之は 何 處の家にでもあ9 ましたが、 其最も初めの塵劫 
記—塵劫記には吉田のものではなく"僞版が澤山に出来て居 ^ 'i 
す一 歸除濫脇の次に出來た 、塵 劫記を描へたのは、此吉田光由であ 
ります。この 眞の塵劫記三巻を今見る ことは 滅多に出來圭せぬ。 
若しそれがあつたら拘に珍畨である。さう云ふ本であ9ます。 

鹿劫と云ふのは佛經の■で、塵は小数、劫は大數—未來永劫の劫で 
1そ a で算術と云ふことになる。吉田は京都に居りまして、さう 
して數學を敎へて居つた。 

それで第一と第二の數學書の御話はしましたが、第三の書物は 
今村知商が茜いたのである。それは竪亥錄と云ふのであります。 
其頃に幕府の Ml 校に弘文院と 一•ムふ學校がありましたが、それは林 
道春なぞの懦學柝の ! つた所であつて"無論懦學の增校で數學な 
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どはない。 

三子の內のもう一人高 M 吉稱、此人か關孝和先生の先生であ^" 
ます U 此人は著述はなかつ た、 衆：物は II かなかつたのであります。 
倂 L ながら從き弟子を t つたものである 。 Hj 先生の前の御話を 
ざつと致しますると さう. r ムふ風であります。 

次には y 先生の御話を致 L ませう。 關先生の通稱は新助と云 
ふ。姓は藤 原、 諱を孝和と云 ふ， 字は子 豹， D 由亭と云ふ號であつた。 
生れられましたのは宽永の十九 年、 四曆千六百 n 十二 年 三月に生 
れたのである。一説には、生れた年は寬永十九苹でなく十四年で 
あると 云 ふ 說も ある。 何處の人で あるかと 云 ふと、 上野の阈の藤 
岡と r ムふ所で生れた人で ある。 本姓は內山と云ふので6ります。 
之が關五郞左衞門と云ふ人の養子になつた、さうして關家を繼ぃ 
だので ある。 其譯は後に御話致します が、 關家は今は絕へてあり 













ませぬ。 内 I 家は今績いて居らる、と云ふことであ9ます。 a 
戶に出て德川四代將軍に什へた—家綱であります—どぅ 一*ムふ役 
H をしたかと云 ふと、 初は勘定吟味役、後には納戶組頭と—-ムふ役に 
なつた。祿は三百石を得て M つたのであつた JJ; 役 n は先つざ 
つと言ひますと轉計方である一勘定がょく出來るから勘定方で 
ある。關先生は寶永 * 年、两牌に直すと千七百八年、十月の廿四 n 
病を以て終つた 一 勿論舊_の十月十四 H で—享年六十七歳であ 
る。其葬むつた寺は今中込區に在る。俗に七軒寺町と云ふ所、今 
の辨天 r で， 御承知の人もあるか も 知れませぬが、片侧は商い"片侧 
は低い道で、 K 處に幾つか寺が竝んで居ります。其 II に淨輪寺と 
云ふ寺がある、 K 寺に葬つてある。戒名は法行院宗達日心大居士 
t 一 H ふので あります。 

關先生には子がない、 I ; 兄の子に新七と云ふ人，があつて、それを 
|腳#和先生の事跋(:|就て J-tl 
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養子にしました。所が不幸にして、艽新七は遠く才能が養父に及 
ばない、相績をしましたけれども、品行が基しく修らない。それで 
享保九年、四將千七百二十四年に甲府勤番と云ふのを申付けられ 
た。此役を I 付けられたのが、旣に多少の罪を得て居ることにな 
る， 甲府勤番の役を巾付けられた。遂には享保二十年、西曆千七百 
三十五年には家祿を沒收されてしまつた。餘儀なく關先生の弟 
子、 商弟の痤部賢弘と云ふんがある、乳人の家に居候になつて居つ 
た、さぅして世を終つた。關家はそれで斷絕したのである、今は關 
家の子孫はない。 . .. 

關家が斷絕しましてからは、其墓地を修める希もなく"何處に在 
るか一時は分らなくなつて居りましたが、宽政六年西 llr 七百九 
十四年になりまして、關流の數學耆木多-利 mj と云ふ人 、 aj 流の數學 
^ として靜々たる人でありますが、此人及び其友人が夫ではなら 
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ないとームふことを考へて、いろ'^-探索をして、分らなく 
つた墓を捜し出して*其時に法.養を營んだ。今其淨輪寺 
見ると、關先生之墓と云ふ碑が建つて居る、木統の墓の橫 
居る。此紀念の出版物算法七部書の初の頁に印刷して 
二つ竝んで居ります中の、一つの方は其本多利明と云ふ 
友人が建てたのであります。關先生及び關家の事の御 
云ふ次第であります。 

先生の學業に就て'疋から御話をして見やぅと思ひま 
は碑の文にもあ9 ますが、 六歳の 頃から、 數理を解得して 
童であつた。其頃に旣に大人のやつて居る算術の間違 
所を、 指摘した と 云 ふこと が、載つて 居る。 先に言ひまし 
尚原吉稱に就て數學を習つて、長ずるに及んで、愈其傑出 
所の 才能を發揮した- いろ < の術理を發見した。又 


なつて居 
に行つて 
に立つて 

あります® 
人及び其 
話はこう 
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の 物を求：： きました。 贺に數百卷の喪物が ある。 それで其時の 
人が之を饬んで算聖と-•ムふ た。 

少し こ；で話が ます。 支那の元の時 1 それは十三世紀の 
終から十四世紀の初—元朝の数學济に朱世傑と云ふのがある d 
比ぶ：^ 傑と 一 •ムふ 人は、 或る 算術を發 明した、 それは天元術と云ふの 
である。 其天元術を發明 して 算學啓蒙に載せて ある。此 書物が 
我國にも傳 はりました。 其天元術と云ふものはどぅ云ふもので 
あるかは、後でざつと御話しますが、關先生はそれに改14を加へた 
さぅして天元演段法 と 云ふのを發 明した。それから 更に之を擴 
' ML て 歸康整法と名け る 法を發 m した此^. 源整 法と1 工ふの 力 
少し年の 行かれた 方は、 和算と云 ふと 塵劫記と云ふと同じ風に直 
きに® ひ 出さる > ものである、 それは點竄術と一 /■ ふ ものである。 

比點竄術と云ふは初め歸源整法とームふ名前で あつたが、 其後譯が 










あつて一餘り粘しいことは御話 L ませぬが一其名前が變 9 まし 
た。關流第二の正統、 Tl に一人挾んで北次の正統、松永岛弼と云ふ 
人があ9ます一 KI 1 の人は後で御話します一松永 a 弼と云ふ人 
があつて， r 名を點窟術と改めたのである。 

天元術から天元演段法 、それから 點竄術と云ふのはまとめてざ 
つと 言ひます と、 今初等代数學と云ふ類に似寄つて 居る、 先.つざつ 
と代数學と言つて宜しい。方程式を解くなぞと云ふことも其中 
にある。 點竄と云ふ？一は代数と云ふょり「ァルゼブ ヲ」 と云ふ字義 
に 適つて 居ると 思 ひます。 此「ァル ゼブヲ」 と云ふは アヲビヤ 語 か 
ら出た ので あり 圭すが、點窺の字の義理の方が能く 一® つて ^ る 
點を付 けると 云ふのは消す こと、 竄と云ふのは穴冠に 風、鼠 {八に這 
入るこ，とで殘る、添へると云ふことである。 卽消した S \ 殘した SN 
と云ふことである。 方程式を解く時分には能く消した9殘した 
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りしませう。今は「ァルゼブヲ」を代數と云ふ一數を代 表する文字 
を使 ふから— 之は支那で譯した詞で あるが、 日本で付けた名の點 
竄の方がよいところがある。 然かし 「プルゼブヲ J の字義を譯した 
のではない。「ァル、セブラ」と 云 ふ 詞は知 らないで、 偶然に字義が 
致したのであろう。 點竄と ー ムふ熟語は三國史の中に ある。 三國 
史に魏の曹操 が 韓遂に與ふる書"點竄多しと云ふことがあります- 
點とは滅去を云ひ竄とは添入を云 ふ。 

そして此等の術に於きましては 珠盤で算術を やる のでは ない。 
珠盤で やる のでないと云ふのは、毛利重能が珠盤を我國に輸入す 
る前に、行はれて 居つ た 方法で あると 云ふので ある。 先に後で II 
すと言ひましたが、 之は算_法と云ふので ある。 もう一つ其前に 
竹策法と云ふのが ある。 竹策法と云ふのはも*つと言ひますと、 
今易负が用 ふる 所の 靈竹のやうなもの、それに 似て居る*もっと短 





















いものを用 ふる。 ああ云 ふ ものを、手に澤 h 持つて居つ て、 運算す 
る譯で あ9ます。 算籌法 と 云ふのは、今易茗の持つて居る算木の 
やうなものである。それ も 小さい小形のものである。寸法は竹 
策の方が凡そ四寸位 、算 ■の方—算木の方がざっと一寸位。普通 
さ， フ云ふものを用 ひた。 算木の方は 木から 出來て居る—竹策は 
勿論竹から 出來て 居る— それで、元は竹を用ひて居りました が、 後 
には木になつた。それは速算するのにこう云ふものをいろ^'^ 
盤の上に置くのであります が、 竹を用ひて居つては運算する n に 
混雜す る、 轉げて困る が、 木の方は四角で轉げな い、 それで算木の方 
になつ たと 云 ふことである。さう 云ふ物を以て連算をするので、 
さう云 ふ 物を、算盤と？•ムふ物の上に並べるのであります。 

算盤と云ふのは 「ゾ p バン」 と違ふので"算盤と云 ふのは、 廣い紙又 
太廣,板で ある。さう 云ふ物を使 ふ。 さう 云 ふ 物の上に算木を 
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並べるのである。1¢算盤の上には縱橫十文字に、正方形が出来る 
やうに線を引いて ある。 丁度乳一つの正方形の中に、縱に置ても、 
横に置ても、竹策又は算木が箝るやうにして ある。 それで隨分大 
きな 物が要る譯 である。 

算木、竹策を K 上に並べて數を表はすのは、どう云ふ風に表はし 
たかと云 ふと、一と 云ふのを表はすには、算木を縱に置く n 二を 
衣はすには二木、三を表はすには三 木。 LJ を表はすには四木。五 
を表はすには五本置く。六に至ると六木並べて居つては分らな 
くなる、それであ幻ますから一木だけは橫にして、其一本の下に縱 
に一木置く。七ならば二木、八ならば三木、九は四本を置く。それ 
で以て一から九迄の基数を表は す。 そう云ふ風に典盤の上に置 
く。 盤には丁度珠盤の位取9をするやうに、或る所を一の位、十の 
位、百の位、千の位と L て置いて、斯う云ふ並べ方をしますから數が 








表はされる。^!:し零の所 n[J も空位が來たら、其處には和にも置か 
なければ a い。さう云ふ風で幾桁の數でも表はされるのでぁる。 
■例へば割算をする場合には"紙の橫向き 
の一列を商の列として、其下の列を贺の 
列として一被除數の列として"其下を法 
の列として丨除數の列として一商が一 
畨上に現はれるやうにする。そう云 i 
風に置いて*算木をいろくに變化して 
答を出したのでぁる。货はその變化の 
模检を御： TH に掛けたら宜からうと思ひ 

i すが、それをやるのは斯う r ムふ席で誠に H 合が恶い。多くの人 
こ兑^}らる！0-うにと云ふことをエ 風しました 力 それは又和の 
方で さうなると：' ムふ と、 大分練習して掛らなければならぬので。 
關孝和先生の事路 n 就て § 


















芄エ風は多くの人に見せるやうに、此處に大きな鐵の板を立て' 
マグネを什掛けて鐵の算木を轉がして御目に掛けやうと云ふの 
ですがそれでは私の方で困る。大分練 
習を要しまするからそれは御免を g る 
ことにした。机の上で彼方此方へ轉が 
すのならば宜しいが、斯う縱になつた所 
でやるのは困離でぁりますから御免を 
蒙 SN ま £ 

所で斯う云ふ並べ方を使つて居りま 

した V 之は一の 位、 十の位百の位、どの位 

でも斯う云ふやうにして表はして居りましたが、例へば五と云ふ 
ものを十の位にも置くし、一の位にも置いたならば、五が二つ並ん 
で十の樣になつて Li ふから非常に困る。數が問違ふから、それ 
















で少しエ風をして、偶数番 s の位と奇数番 H の位と基數の現はし 
方を遺へる。先に縱であつた方を今度は橫にするのであります。 
斯う云ふ表はし方をする、一つ置きに違つた表はし方をする。そ 
れでありますから百二十三と云ふのを現はす時には斯う I 
云ふ虱になる。さう云ふ現はし方を考へ出しました。關 I — 
先生の椿へた算法はやはりさう云ふ方法でやるのである。- 
初はさう云ふ風に I て算盤の上で竹の切れ、木の切れを —— 
動かして吾つたのでありますが、之れを書き記さなければならぬ 
と云ふ必要が起つ た。 跡方を紙の上に遺したいと云ふ希望が起 
つたから、それょりは此の偶數番目と.奇數番目の位を違へて現は 
すと云 ふこと が猶ほ更に工合が良くなつた。其の時は一の位の 
數、十の位の数、百の位の數は績けて書いて居つた111は百二十三で 
ある。_では百二十三と讀みにくい。けれども斯う書くやうに 
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なつて は、 ra を詰めて書きます から、 空位を K の儘 置く と 云 ふこと 
は出來 ない。 空位を現はすにはまん丸の印を書く•例へば千二 
百零三と云ふのを魯くには M 斯う云ふやうな風に表は す。 それ 
で〇の印が起り ました。 さう云ふ書き方を用ひて算用して來た 
ので ある。 

算盤が橫に廣 いのは、 大きな 位數 の數を取扱 ふからで ある、そ U 
から 縱に廣 きを要するのは、それは 割算の時分で あると、 三 列を要 
する。或る數を立方に開く、四乘根を求める、五乘根を冰めると云 
ふ 樣な時分には列が澤山 要る。吾々が 立方に開くことをやる— 
w 立を やる 時分には—西洋の算術であります から、 縱に四行要る 
譯であります、それが 算木では橫の四列を つかう ので ある。さう 
一*ムふ 風に五乘根を開くと 云 ふことをもやる、六乘根を開くと云ふ 
r と I やる、 さう 云 ふ 時には橫の列數 が 澤山要る譯であります。 














さぅ！：ムふ事をやる には縱の技 い、 幅の廣い算盤が要ります。 

この 平方に 開く* 立方に 開く、 四乘根を求める、五乘根を求めると 
云ふこと を擴張 して、 二次方程式で も、 三次方程式でも"四次方程式 
でも、根を 求める ことが 出來 る。 今我々は方程式の根と 一ーロふ gp を 
使つ て 思りますが.典時分は 商と 言ひまし た。 _削算の擴張され 
たと r ムふ譯でありますからです。方程式の根を求めること*卽ち 
一:^^^を解くことを It! くとさへ巾しまし/; 

此等の尚次方程式は、勿論文字方程式で はあり i せぬ、皆所謂、數 
字係數方程 式で ありました。 此種の方程式 なれば、 五次以上萵次 
のものでも 解く ことが 出來 ました。 K 解法は所謂 ホル ナーの方 
法に 酷以して® る。 ホルナ 1は 乳方法を十九世紀に公にしたの 
であれば、 此解法の先發權 は、日 木人の手に あ、 るものであると云ふ 
てよろしい。 
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方程式の未知数、 f を書き表はす記號はないが、未知数のことを 
天元之一といひました。今以て未知數のことを元といひます。 
それで未知數は一のつもり■にして方程式を連*てたのでぁろ。例 

へば方程式 

s? — 8a? + 2 0 

と我等が霜くところへは 


と書いた。絕對項を最上に番き、以下未知数 T に關し次數の高き 
項を排列し，其係數ばかりを畨いたのでぁる。絕對項を實、一次の 
項を法、二次の項を廉と云ひました。此等を實，法、廉、隅、三乘、四乘等 

とも、實、法、 I 二乘1二乘、 . 隅等とも名づけました。一次方程式は 

歸除式、二次方程式は平方式、三次方程式は立方式、四次方程式を三 
乘方式等と云ひました。四次方程式と，三乘方式では今我等の云 
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ふ風と 違 ふ、 我等の云ふ检にすれば 、四 次方程式は四乘方式と云は 
ねばならぬ、 が古人は或數の二乘を自乘 I 之は今も同じ こと一 三 
乘を再 自乗、 四乘を三0乘等と云ひました。 

方莹式を 傅るとき、 二式の等しきことを二式相消すとームひ一式 
の各項の符號を變じて 、他 式と合は せ、 方程式の一邊は必ず零に等 
しきものにしたので ある。 而して零に等しいと云ふことを表は 
すには矩合の二字を以てした。勿論何時でも、零に等しきものと 
する ので あるから、 此二字も書く必要はない、全く省略いたしま L 
; ここ -^ U -#0 り^"^^^ 

又 t 等の 解法に於て旣に貢數 i 寧ろ減ずる数と云ふ益味に於 
て一を衮はす 方法を 用 ひて 居た。 算木を用ふるときには"赤色の 
もので 正数を表は し、 黑色のもので貴數を表はした。書くときに 


ら矢堤赤、黑を H ひたこともあれ ど、 不便で あるから、 正數も貴數 も 
















三二 




矜黑で一き、貴数には棒を斜に喪き櫸掛けにした。前に揭げた— 
の様なものである。 

關先生はガ程式を四種に分けた。第一種が全商式、正商にして 
も資商 にしても 唯一つ の 根を有するもの。笫二種は變商式で、種 
種の正商苦くは貢商を有するもの。第三種は交商式、是は正商及 
貴商の件ひて根となれるもの。第四種は無商式、之れは虛根を有 
するものである。 それで此時か ら虛數に 出遭ふべき ことに 注意 
して居たのである。虛根は無商と云ひ、贺根は有商と云ひました。 
そして 和算家は變商式、交商式、無商式の三種は方程式として完全 
なる ものではないと考 へたらしい。 和算家が此等のものに出遭 
へば、 此等の方程式を如何にせば全商式に變 C 得るかと考へたも 
のらしい。題 中の文を改删 し、 又は數を訂正すると云ふ方法を採 
つた。 紀念出版物の七部番中の開方飜變にも、此れ等の方法が載 













つて HI る。 

さう云ふ算用の方法で進んで來たのでありますが.先生はレ 
ろ*^^の理論を考へ出しました。約術、兩一術、翦管術、招索休、®祝 
綴術、角術、適盡法等であります。斯う云ふ方法を描へまして遂に 
は II 理術と云ふ算法を發見した。一々に就て御話はしませぬが、 
さう云ふ算法は、どう云ふものであるか、我々がやる西洋の數學に 
ls ベて見ると、どう云ふものに當るかを委敷云ふことは、甚だ困 
難であ SS ますから.槪畧言つて見ますと、整數の因數分解、又は分數 
を簡約する方法、又は連分數の漸近數を求める方法二次或は二次 
以上の不定方程式の整數解法、級數の總和を求める方法、正多角形 
の周の計算、代數式の極大極小を求める方法、二項定理、「デテルミナ 
ン J の初步、いろ-^の幾何學圖形の長さ や、 體積や、面積を求める方 
ぶなどである。貫最後に言ひ i 」 た、 圖形の長さ、面積、體稂を求め 
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三四 

る方法は、微分*積分に類似せる方法と言つても宜しい。 

西洋に於きま T ては、丁度關先生と同一時代に、-ーントン、^^ 

と云ふ 豪い數 Ml 芥が 居つな 其年代を比較し ますと 云 ふと 斯う 
. 西曆一六四二—一七二七 
ヲイブ1 ツ ▲西暦一六四六丨一七一六 
關孝和 两腾一六四ニーー七〇八 
云ふ樣に なります。 微分積分と云ふものは、 獨 立に殆と同欉に發 
見をされたら のと 言は れて婼る。 1一9 トンが 面 曆一六六五年に書 
いた 草稿中に、 旣に多少微分-關 する 所が ある。 其先發權に就て 
は西曆一六七〇年頃から一六八〇年頃まで、3卜叫と •ラ— ィブ-一★ッ 
との間に、 爭論があつたが*今中しました やうに" 我國に於ても殆と 
同樣の事を殆ど同時にやつた ものであると、 斯う 言ふても 宜しい。 
微分、積分はいろ^^の目的が ありますが、 此前に言 ひましたやう 
























に、いろ^^の幾何學圖形の畏 さ、 面積"體積を求める と 云 ふこと も 
します。 丁度我國で關先生がやつ/:の もさう 云 ふことである。 
勿論 M 理術は學問の精神に於て、極く公平に批評した 所で、 f トン、 
ヲイブーータツ の學理に劣つて居るので ありませう。 却つて-一々 トン、 
ライブ-7 ッの 前に、 英吉利のレゴリ I 一 六三八—一六七五 V リ 
i 二六一六—一七〇三)と云ふやうな人がありましたが、此グレゴ 
リ . —.'ジ . リ^ I の方法に能く似て居るかも知れない。併しながら英 
吉利の 一ーゥトンと、 獨逸の ヲイブー 1 y ツとが、 盛に先發權を爭ふ て居る 
のを見て、佛蘭西人は己の 國人が もう少 L 早い、 フ=ルマ ー は千六百 
一年から千六百六十五年までですから、少し早く生存して居るが" 
其フ H ル， n が やつたと言ふて居る。各自身の國の學者を顯はす 
ことになつて居る。 微分積分は-ーゥト /!、ライブ- - ，ッの 頃に出來て 
も其時分には完全でない。關先生のも其頃には完全でないから、 
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各國御國晶厦を言ふ樣なれば、吾々も亦關先生を推立て、も宜し 

から*フと ® ふ。 

圓理術に於ては麓に言ひました、二項級數、主として二分の一が 
指數になつた場合の無限級數、それを多くは利用するのである。 
この級數も函洋の方では、英吉利の1トンが一六六五年に發見し 
たと言はれて居9ますが"其點だけで も 一一々トノ—に匹敵す ることが 
出來 ると 思は れ る。又ヲ ィブーー， ッの頃、 「デ テルミナン」の芽が出た 
と云ふが、關先生の伏題中の維乘法は卽それである。假令、11 r つ 
ヲィブ ニ， ッと、比 較することが恶いとしても、グレゴリ！ や ヮリス 
と比較されたら、其位の値打はあらぅと思ふ。もぅ少し讓步して 
ギリシャのァルキメデスの方法位のもの だと 言はれても 宜しい。 
兎に角.其當時に於て、日本にそれ位の學問の出来た 人が あつたと 
云ふことは、大に誇らぬければならぬと考へる。 




























鮮しながら、關流の數學は丁度 ギリシャ のピタゴラスの 學派の、 
數學と能く似て居つ て、 大に其術理を ■す、 人には滅多には言はな 
:のみならず、‘*「 タゴ ヲス學派の樣 に、 自分の學派の他の m 者がや 
つた 事柄迄 も皆關先生がやつた くと 云ふことになつて 居る。 
ビタゴラ—^" 學派の人が*皆•ヒタ ゴヲ ^ が やつた-^と言ふのと同 
樣の事である'*さぅ云ふ事がありますから、關先生 自身が、 どれ程 
やつたか•、今では能く分らない。跡繼ぎの人に豪い人があつて" 
大にやつたけれども、それもやはり關先生がやつたと云ふので、能 
く分らないのであります が、 和算には三角法や對數はない。 

關孝和先生、著す所の著®は甚だ多いので，遜に言ひました通り、 
8に數百卷あると云ふことである。其 中で.有名な物は大成算經， 
晛矩要明算法，開方算式などで、いろ^■あ9ます。 又關先生が在 
世の頃に、門弟を率ることは數百人で"初は 珠盤 法を敎へ 、それから 




關孝和先生の事路 U 就て 

_ 


一-一七 













__ _ HA_ 

算■法で天元術を敎へ、それから演段術、それから點竄術と云ふ顺 
序であります が、 北 m の階級は三階級に分けてある。卽はち少し 
上達すると見題免許、隱題免許、伏題免許と云 ふ 免許を貫 ふ。 此三. 
つの階級を經て'一廉の数®'卷になると云ふことが"すでに、甚だ困 
難で ありました が、松永 M 弼—二代 EE の正統— が、 更に最上二階級 
を添へ て、 別傅免許，印可免許と云ふものを描へた'さぅして此別傅 
免許、印可免許を rl て始めて正統になれる。此五階級の免許狀を 
将て祕法の博傅を受けると云 ふことは、 容易ならぬことであつた。 

此數學物理學會で記念として出版した所の算法七部書と云ふ 
のは、 此印可免許の0錄の中の、一番終りに香いて ある 所の七つの 
害物である、其七つの畨物を今度公にしたので あります。 それで 
ありますから 祕中の祕、奥義中の奧義であつた ものであります。 
勿論之ばかりで ありませぬ、 其外にもいろ^^祕密にして傅へた 







物が あま す。 これ 等は 一子、 尚弟二人に限つ て、 傅へ ると 云 ふ も 
のであるが 、 M 際は高弟唯一人に傅へ たやうでありますから、 餘程 
隱 して 居つ たものに相違ない。 關 先生の 後を繼 ぎました 第一傅 
は 荒木村 英干八世紀の 初め頃 T 云 ふのである。それから 眞に言 
ひました松永良弼干八世紀の前半)。それから其次は 山路 主住 (一 
七七二年 死) 安島直國一七三九—一七 九八)日下 誠二七 六 四— 一八 
三 九)內田恭(一八 七七年頃 生存) 斯う云 ふ人である。其次には川北 
先生などがある譯であります。倂し是等ばかりでなし. に、 關の養 
子新七と云 ふ人の 方から、關 先生の 高弟建部 K 弘に も、祕傅が傅へ 
られたと 云 ふことになつ て 居ります。 是 等の人々 の 外にもい A 
いろ 記憶すべき數學荞 があります、 甚だ澤山の仕事を した 人があ 
9ます。 それ 等の ことは 次の狩野博士の御講演 せらるゝ所で あ 
らうと 思 ひます から、 私は之で講演を 止めます。 . 

關孝和 先生の 事踏に就て 三 九 










それから 關先生の肖像は あるかと 云 ふこと を尋ねる人も あ 9 
i すが、それはあ9 ませぬ。自筆と ームふ物が あります。 此記念出 
版物、算法七部書の始めに載せて灸ります。しかし之れも眞の自 
筆であるかどぅか 能くは分らない と 云 ふことであ 9 ます。 

私の話さぅと思つて居つた事はこれだけで、大槪盡されて居り 
ます。 短い時 il であり i すから、 是で御免を蒙ります。(I好大) 


S 記、講演の後關先生の W 像と稱せらる、ものが、仙臺市の千葉善二氏に 
よ b て藏 せらる、 こ i を 知れ\其 詳細 ii 東京數學物理學 fr 記事 第贰集第 
四卷に載せた上 
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記憶すべき關流の數學家 


狩野亨吉君講演 


關先生の記念講談曾に 
がぁつたならば、やつて吳 
しましたのは、餘程前のこ 
痛めまして、骨の折 tt る V 
は困つて居ります。では 
は、出来るならやる.勉めて 
ります。所が昨今、少 L 長 
つてしふと、云ふや*つな 


於きまして、何ぞ私にも御話 
れと云ふ御眩賴を受けまし 
とで r ^ います。 K 後私は 
は出来ないと云ふやぅな譯 
ありまするが，御請を致しま 
やつて見やうと云ふ考で"居 
く話を致しますると、忽に聲 
始末なので•之では到底、講演 


の出来る事 
て、其御請を 
少し斟體を 
で，今でも實 
した事だけ 

つ/:のであ 

が出なくな 
のやうな事 
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H - 費最.-雜奶膝^^ : r _ h ^ s ざ L + - もき ^^-^^ J な - I . 



















i 、 m 來はしませぬのでありますから*今 R もどう か、 私の話たけは 
ぬきに致して、贺ひたいと云ふことを、委員諸君に御願致したので 
あ SN ます。御聽入れがありませぬので、それでは私が兎に角御來 
會の諸君に向つて* 一言 御 K を中上け やうと 云ふので、此檀に登り 
ました。尤も委員諸君と御相談を遂げまして•御許可を捋て、私は 
私の代りに白石文 m 士を御賴み致しましス私の筆記に依りまし 
て、卽ち此筆記に依つ て、 私の中上げやうと思ふた事を.同君ょ y 御 
1ベを rt ふことになつて W 9ます"同君を煩はすに至りました 
事情を、御諫察下されまして、甚だ詰らない話ではありまするか— 
又林君の巾されましたやうに、私が M か林君を繼いで、林君の述へ 
られた後の数學の歷史を中上げる、そんな大きな問題でも、話でも 
なのでございますダ暫くの問御淸聽を願 ふと、 私の幸でご•さい 
ます。此段、一言御挨拶を巾上げて、諸君の御許を得て置きたいと 

















S ふのであります Q 

(文學士白石正邦君登壇) 

古来我國の學問 は、 支那か、印度か、西洋か 
來て居ります。學者も亦、自然彼方の人を 
も 亦之を怪まなかつたものであ 9ます。 

れ ました 學 問は、 儒學で あります。 退ては 
むと 云ふ意氣込 みで、 儒學に志した者が最 
は人物も多く 出で、 往々卓越したる意見を 
倂しながら、大體に於て儒者は孔孟の範圍 
かつた ものである。 佛學に在つ て も同じ 
ゆることは、 出来ない やうに 考へたもので 
しも變9がない。西洋醫學が、大曆開けて 
も，全く西洋の糟粕を嘗めて居つたに過ぎ 


を手本と致しまして、出 
眞似て、得意となつて、誰 
德川時代に最も重ぜら 
己を 修め、 進では人を治 
も多い。隨つて儒者に 
持つて居た者もぁつた。 
を脫す ることが、 出來な 
やうに、釋迦や、祖師を越 
ある。 洋學に於ても、少 
居た やうに 思ふけれど 
ない。 結局我國の學者 
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は、 大體 、他國 の學宥 の 尻に付廻つ て 居たやうな姿で ある。 勿論多 
少の例外が あるとしても、 少くとも今申述べたやうな學問では"餘 
り 誇るべき所を持たないと思 ひます。 

道理は國土に依つて變らぬものであれば、學問も東西の區別の 
なかるべき筈である。其故に、□木の學者ギ 支那や、 函洋の學者の 
やうな ことを 言つ たとて、 怪む譯のものでない。唯何時でも、彼方 
の眞似ばかりでは、此方が劣つたやうな感じがして、甚だ心細い次 
第である。斯る心細い境遇に、 甘 じなければならない と 云 ふのは、 
自ら 憤發しない結果である。道理の根底を究めない爲で ある。 
習俗の束縛を脫 L ない爲である。さう L て吾人は、永らく斯る心 
細い と 云 ふ 感じが、あつたでなから うか。さうして、 此感じが、事實 
を知つての上の感じであつたであらう か。 

所で根本的に事物の解釋を試みる 人、 卽ち研究家が あつて、 彼方 











の學者の、まだ發見しない所を發見し*若くは時俗を超脱して.新き 
見地を立つることがあつたならば、其人は吾人のかの心細いと云 
ふ感じを除去るのみならず、却て吾人の意を强からしむるもので 
ある。實に尊敬すべき人物で、須く歷史に止めて、永遠に吾人の記 
憶に遺す ことを 期さなければならぬのである。 

•我國民は、維新前後の混雜に紛れて、過去幾多の、尊敬すべき"記憶 
すべき人物を忘れ終ぅせたが爲に、彼の心細いと云ふ感じに打た 
れて居 SS ましたが、飜つて德川時代の歷史を調べて見ると、却て人 
意を强ぅする學者や人物を、多 く 見出すことが出來る。關孝和先 
生の如き卽ち其一人 T あ9ます。さぅ L て又所郭縣 ?;f の奶幕家 
中に、同樣尊敬すべき記憶すべき人物の多く出たことは、甚だ面白 
い現象である。私は是等の、記憶すべき人物に就て、御話を申上げ 
やうと思ひます。關先生の事は、林君の詳細なる御話がありまし 
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たから、ほんの少しより申述べますまい。 

關氏の I 遺した書物に載つて居る事が、悉く關一人の仕事であ 
る、と云ふことは言へない。關先生が、當時の數學家に得た所のあ 
るのは、巾す迄もないことであります。山本北山は、關流點竄術は、 
泰西の筆算よ9出たと言つて居る。どぅ云ふ據り處があつて、言 
つたか能く分りませぬが、類似の點は確かにある。又關が、唐本の 
數學書を奈 R の御寺に得まして、三年の研究を積み、遂に算術の奥 
儀を究めたと云ふ說は、古くからいろくの書物に載つて居る。 
私は、年來此唐本は、元の李冶と云ふ人の、測圓海鏡でもありはしな 
かつたかと、疑つて居るのである。之が素よ9臆測で、未だ何等の 
史的證據を見出さない。唯關流の級數開展の法と、李冶が高次方 
程式の根を求むる法と、頗る類似の點がある。それ故にさぅ思ふ 
て匡るのであります。兎に角、關が支那な9或は西洋な9の法を、 










見 IJI することを得たならば、 彼は之を採つ て、 己の藥籠中の物と爲 
したで あらぅと 信ずる。 けれども、^^は決してそれたけで止つた 
者では ない。 單に先進苕の仕事を、紹述 する に止まらず、自家の創 
意と、 發明 とを 加へ たることは、 歷然徵 することが出来る。 彼は數 
理を根本的に 研究し， 釋迦も、祖師も要せぬと云ふ妙所を、會得した 
る ものである。 さぅ して•其創意に成る所のものを以てして、實に 
我國第一流の數學者と云ふことを得るのみならず、又世界第一流 
の學者と稱 する に £る の である。 

斯く我國の誇りと爲すに足る關先生の如き學者が、今迄餘9顯 
はれなかつた のは、 從來文學を重じ、實學を輕じて居りました所の 
弊風が、 與つて力 ありと 思 ふのである。 元来、當時一般人士の間に 
は、數學の價値を充分認 むることが 出来ないで，頗る之を輕蔑した 
ものである。稍く 簿番の吏の資格を詮議する場合に、算筆と申し 
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て、 算術を 知らなければ、都合が恶いと云ふ位の程度に於て、其必要 
を認めて居つたのである。 K 外には、商賣人に適したる仕事とし 
て、士君子の修むべき i ので、ないと思つて居た。併 L 斯の ，如き 考 
ばか9 が、 世 ml を 支配して居つたかと云 ふと、さぅ でもない。無論 
大體では、 さぅ 言ふても差支へない が# 細に調べ.て見ると云ふと、 
此事實にも大に J 1 ヂフィヶ ー ショ ン 」がいるのである。 mj ち 幾多の 
具眼者が、數學の眞の 價値を 認めて居つた，と云ふことが分9ます。 
單に認めて居つたばかりでない，自ら奮つて•數學を研究した もの 
も少くないのである。之れが®め、種々の階級に涉つて數學家を 
出して居る。天文學者が、多少數學を知らねばならぬと云ふこと 
は、 申す迄 もあるまい。儒苕は六藝の 一として 數を 知るべき箬で、 
水 戶彰考館の總栽小 池 友與及び大庭景叨 、久留 米の儒官入江 脩敬、 
江戸の儒者の宇野 f 山、 姬路の藩儒諸葛艮軒、是等の人々 は 皆一廉 













の數 ML 济であつた。中村惕齋、获生很採、谷秦リ帆 M 一 jt 里緖 〆 MP 敬 lf 
等も、又®學に興味を冇 L て居りました人であ9ます。國學者に 
於きましては尾張の山木格安、京都の西村違里等が、®門家と言つ 
ても笪しい人で'平田篤胤、及び水戶に抱へられた鶴峯戊申も、多少 
知つて居る。醫者から出た人々では、京都の中根元圭、村井中漸*大 
阪の麻田剛立、上州の石田玄圭等の人が居ります。武家では江戶 
の旗木の®部賢弘、薩摩の木田親^ T 加州の本保以守等があります。 
諸侯に在りては、延岡の內藤備後守政樹、久留米の有馬中務大輔賴 
馏、桑名の松平下總守忠和などがあります。就中、有馬侯は、専門家 
としても有名な人であります。役人に在りては、京都の宫城淸行、 
江戶の御勘定奉行でありました所の古川氏淸、竝に川井久德等が 
あります。 l 業家に在りましては、越中の石黑信由、ェ學家に在り 
ましては、江戸の平內大隅、商業家に在りましては、京都の中西敬房、 
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大阪の村井宗矩、江戸の家崎善之、女流に在りましては中根元圭の 
女、算法少女の著教、及本多利明の女等がある。釋氏にして、數學者 
であつた人も少くない。其他、數學家の系圖を調べて見ますと、い 
ろ^^-の人があります。斯の如く數學を修めました人が、社會何 
れの方面に在りましても、案外盛なのであります* 之は幕府が別 
に獎勵した爲めでもない、各藩で獎勵したためでもない、一般社會 
が其必要を認めたのでもない、寧ろ輕蔑して居た位のことである。 
然るに平生仁義道德を口にして居た儒者や、金錢の事などは、とん 
と知るまいと思はれる所の大名の內に、歷々の數學者が出たと云 
ふことは、頗る異とすべき现象である。どぅして、斯の如く盛に數 
學を學ぷ者があつたか、と云ふことに就ては、いろ^^の原因もあ 
ることであるが、それ等の事は、木題外として略して置きます。併 
し唯一つ申上げて置きたいと云ふ原因は、關先生の影響其物であ 











る。之は今中述べた數學者の、九分九厘迄、關流の人であるに依つ 
ても、證せらる、のである。 

偖、社會の各階級に渉りて、數學者を見出すことを得るとすれば、 
其內には、なか^-面白い人物も、あるであらぅと思はれます。其 
內に於きまして、二人の事を御話申上*けます。 

時は享保の頃で ある。 篠崎朿海と云ふ人に對しまして、或る大 
名が、當時の名人は誰であるかと云ふことを、尋ね i L た所が、東海 
は、「儒者には伊藤束涯、荻生徂蚀、曆算には中根元圭、久留島喜內、筆道 
には細井 廣澤、 壺井義知、神道には加茂の梨本氏、俳諧には松木次郞 
右衞門、下つて芝居の狂言には市川團十郞、殊に中根は曆算のみに 
あらず多藝の人な9」と答へた。此中根元圭の事に就て申上げま 

中根元圭は關孝和の孫弟子に當る人であります。前ちょつと述 
記位す V き關流の數學家 匸 
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ベた如く、醫莕でありましたが、京都の銀坐の役人とな9、後將軍吉 
宗に知られて扶持を貫ひまして，學問の硏究を繼續することが、出 
來た人であります。元圭は數學、及び天文學の著書を、數種出版し 
ましたが、其他度量衡の本、韻鏡の本、書學の木、字書の類迄、書いて居 
_ります。徂徕の友人であつたので、徂徕は此人から律曆の事を聞 
きまして、 K 著書の度量考と云ふ本に、平の璋閱すと書いてありま 
す。平の瑋は卽ち中根元圭の事であ9ます。大日本史の律曆、音 
樂等に關する事を.擔當致しました、小池友 H は、元圭と同門の人で、 
亦元圭ょり得た所が多いのであります。元圭は殊に音樂の事に 
精くありまして、新規の律を案出致しました。今日「ピヤノ J や「ォル 
ガン」に應用してあります所の律が、卽ち全く元圭のものと同じで 
あります。元來支那傅來の十二律は、「パィォリン」の調律の土臺と 
なつて罟 SN ます所®五音を上げ下げして出來て居るので、第一律 















ょり第十二律までは、無難に行くけれども、第十二律を五音上げて 
も、下げても、元の音に復らない。音樂の理からは復らなければな 
らないが、實際復■らないと言つて、漢の時代から，淸朝の初め迄も，騷 
いで居つたのであります。康餵帝に至りまして、漸く數理上復る 
害がないと云ふ極めを付けて、さう L てかの「ィ nl ル、テンペヲメ 
ント」の律を始めたのである。元圭は康餵帝の本を見ずしてやつ 
て居つたのである、さうして其やり方に至りまして は、 康@1帝のと 
雲泥の相違がある。康顆帝の律呂正義と云ふ書物は、此事を證明 
するのに十數枚を J して居る。元圭の律原發揮では、たった二枚で 
おさま SS を付けて居る。數理に明かなる人でなければ、出來ない 
ことである。元圭は又俗樂を改良して、日本の音樂を盛にしやう 
と企てた。京都の、音樂の家である所の、辻伯耆など > 謀 りまして， 
鷲尾家に中出で >、將に取掛からんとした時に、髂尾殿が死なれた 
記愤す V き關流の數學家 -H 
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ので、其事が止めになした、惜むべき事であります。元圭は又 
支那の耶蘇曾土の作つた番物に依つて、囤洋の天文學を知 9 得て、 
其遠く支那在來の曆法に勝ることを觀破致しまして•四洋の學問 
を禁ずることの、非なることを、將軍吉宗に建白したのである。西 
學の禁を鮮くことを、主張したのは、中根元圭が最も早いのであり 
ます。 . 

享保十七年、卽ち两 ® 千七百三十二年に、元圭年七十一の時へ吉宗 
の命を受けて、太陽と、太陰との地球を距る距離を測る事に、從事I 
ました。實に之は我國に於ける初めての事業でありまして、其方 
法を案出し、観測、推定の結果を報告に及ぶ迄、元圭の苦- rv した事は 
非常なものあつたのであ9ます。 K 测定の結果は、地經算法と云 
，ふ番物に載せてあ9ます。地球の大さと、月と、太陽が地球を距る 
距離と、其大さ等が出て居ります。其內地球の直徑が三千四百里 














余となつて居ります。之は K 際ょ 9 二百里ばかり長い。太陽が 
地球を距る距離が四十五鸹七千里、 M 際は此八十倍以上ある。太 
陽の直徑が、月の®徑の六倍半、 K 際は四百倍、共に大變な違ゐであ 
る。此相違と云ふのは、素ょり子午線の测定が、まだ充分に出来な 
いとか、或は空氣の UJ 祈率を知らないとかで、起つた相違ではない。 
全く方法 K 物に不充分な所があつて、生じた相違である。さぅし 
て見れば、元圭の測定は、不幸にして好成績を舉げ得なかつたので 
ある。倂しながら當時に在つて、斯の如き事を企つる苦心と、老年 
の斗を以て、敢て K 苦心を、意としなかつた勇氣とは、實に多とすべ 
きこと であると、思ふのである。で兎に角、それが爲めに、元圭は病 
を得て、翌年遂に死だと云はれて居ります。正に是、學問の爲めに、 
一斗を犧牲に供したのである。元圭の事蹟を見れば、單に彼は數 
學の歷史のみならず二般文明史の上にも載すべき人であります。 
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大學で出版した國史眼と云ふ歷史の本にも載つて、其名前だけは" 
割合に能く知られて居ると思ひます。其著書に皇和通曆と云ふ 
畫物がぁりまして、至つて重寶されたものだが。其本に就ては、元 
圭が味咐を W けて居るにも拘はらず、今日迄も用ゐられて居りま 
す。兎に角、多少の缺點ぁりとするも、元圭は關流數學者の內に於 

きまして、珍らしき人であると云ふことだけは、どなたでも首肯す 

• 一 

るであらう。 

元圭の著述は極めて專門に亙れる物の外、大槪版本になつて居 
ります。 T 爲め勤合に名を知られたのてある 此人力ら三代0 
に當る弟子に一人の非凡な人物が11たが、其人の著述は當時全く 
世に公にされて居らない、明治になつて二部刊行されて居るが、餘 
9人の注意を引かないやうであります。此人の事に就て御話を 
致さうと思ふ。 












關孝和の家は早く斷絕しまして、其墓を吊ふ者がない樣にな 9 
ました。 そこで 歿後八十七年目に、八人の關流數學者が申合せて、 
碑を yl て、さう して先師を祀つたことは、和算家の問に知られて居 
る事實で，美談として傅はつて居ります。其碑も今現存して居り 
ます。右八人の筆頭に出てゐ る、 本多利明と云ふが、卽ち私が御話 
致さう とする人で あろ。 此人は生涯}浪人で暮したけ れ ども、一時 
加州侯からして二十口を給せられ たこと が ある。さ，っして 加州 
では本多は關流算學家を集曾して、關氏の百囘忌を行ふたと傅へ 
て 居る。 若しさうだとすれば、今日此人の御話をするのも偶然で 
はない と 思 ふ。 

本多は越後村上の人であ y まして、夙に濟世の志を抱きまして、 
贲用の學を修めんとして、十八歳の時江戸に出で、中根の孫弟子の 
今井兼庭と云ふ人に就て數學を m び、同門千葉歳胤と云ふ人に天 
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文學を學び、劍術をかの有名なる山縣大贰に學び、荇其の術を成就 
致しました。二十四歳の時ょり、江戶の *» J 羽に塾を開きまして、子 
弟を取立て、居りましたが、やがて子弟の敎育の事は、其門人の坂 
部廣胙と云ふ人に托して，自分は專ら經世家を以て任じて居9ま 
した。 そこで 江戸を根據と致 L て、諸國を遊歷して•其間或は地勢、 
或は民俗を察し、物産の有無、交通の便否等を調べまして、飜然悟る 
所があつた、卽ち有無を通じ民情を改善するは天下の公道な9と 
の意見を立てまして"是を當時に施さんと務めたのである。獨り 
之を我國諸藩の問に，試むる事を奬めたるのみならす、進んて之を 
我國と外國との問に、試みんとしたのである。則ち®域物語を著 
し、德川幕府の嚴禁であつた所の開國主義を主張し出した。旣に 
開國を主張し、交通貿易を以て富國の本なりと L た以上、之を實行 
する方法がなくてはならない。先*つ第一に航海術を知る必要が 
















あるとて、直接蘭®に就て其術を研究し、始めて遠洋航海に必要な 
る知識を#たのである。贺に木多は我_航海術の元祖である" 
當時航海の事と言へば、本多が第一の「方丨 V リヶ I 」であつたので、 
之に由9彼は水戶公に知られ、白河樂翁公に知られ-幕府も亦彼を 
して天明と享和とに二度蝦夷地に航海せしめて居る。彼は自ら 
船頭と稱して船を行つて居る。倂し彼は遂に幕府には仕へなか 
つた。文化年度に至つて、露面亞との關係が愈繁くなつて、誰か北 
邊の事を知る適當の人物を求むると云ふことになつたに付て"本 
多を採用しやぅとしました。けれども、自分は年を取つて行けな 
いと言ふて、應じませぬ。そこで門人の最上德內と云ふ人を勧め 
て代らした。此頃蝦夷地の事に就て、將た外國との關係に就て、將 
た內治の改 t に就て、いろ^^■議論を立てた人があります。本多 
は其中での、最も精密なる觀察を爲し、最も違大なる識見を、布 I て 
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居つた人である。幸に彼の著書は今 H 遺つて语るのが多い。之 
を見ますと、文字文章の事は暫く措き、其說の{貫質に於きましては、 
當時全く類を見出すことが出來ないことが明に分る。 

本多は、あらゆる仕官を辭しまして"年来の目的である所の經綸 
策を實地に施さぅと思ふて，己を悟ずる所の有司、及び友人に諮9 
ました。其意見の一端は、獨語と云ふ書物と、經世祕策と云ふ書物 
に、載つて居9ます。獨語は露西亞に對する策、經世祕策の方は、一 
般經濟の事を論じたものである。前述べた胆域物語と，經世祕策 
は活版になつて居り-ますから、得易い本であります。本多は極力 
北邊の防備をしなければならぬと言つて居る。尤も、大體國運の 
發展は'穩和の手段を以て計るに若かずと云ふて、對露策を立て> 
居る。倂し穩和の手段でさへあれば、國境を廣むるには、敢て反對 
なきのみならず、寧ろ積極的に、領地を廣むることを爲すべしと主 


















張して居るのである。之が卽ち彼の遷都論と、殖民論とある所以 
である。木多は日木は島國であれば、銷國なぞと言ふて居ては國 
の盛大になる時期がない、宜しく各國と通商貿！易の道を開いて、都 
を大陸に遷すが宣いと言つて居る。又北亞米利加の內地に於て、 
歐州人の未だ手を着けない所を開拓し、其處に坐り込めと、斯う建 
白をしたのであります。 

若し是等の事にして、實行せられたならば、今日宇內の形勢はど 
うなつて居つたであ9ませう。我國建國以来、武威を海外に輝か 
しましたもの阿部の比羅夫あつてから、其人に乏くない。けれど 
も平和の手段を以て'國連の增進を企てたのは、實に稀である。安 
政以前に在つては、唯一人の本多利明があつたばかりである。當 
時彼の策を用ふることの出来なかつたのは、蓋し時勢の未だ之を 
容さなかつた爲めであらうか"果してそうであつたらうか"或は試 
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みたならば、出來る事であつたらうか、疑問として置きましやう。 
而して木多の言を川ゐて行する人のなかつたごと丈は、確な事 
奴である K である。唯玆に、一人の錢屋五兵衛と云ふ莕がありま 
す。」商贾の4を以て、當時何人も躊躇して居つた所の者を斷行 
したことは、諸君の記憶さる、所であらう。さうして此錢屋五兵 
衞は、木多に親炙して允敎を受けた形跡が磁かにあるのである。 

执、時勢が之を容さなかつたかどうかは、別問 M として、吾人の不思 
議に思ふのは、本多が何故に罸せられなかつたかと云ふことであ 
る。 木多は其時の制度を 論じ、 其時の政治を議し、其時の國是とす 
る所に迄、切入つて居るのに、何故に、有司は彼を捕へなかつたであ 
らう か。 林子平が三國通覽 と 云ふやうな、大した事を書いたもの 
でないものを絶版にし、林子平を禁錮した'最上德內が蝦夷地に 
入9露西亞人と談話をしたと云ふことで、入牢を仰付けたと云ふ 

















が如き事 K が あるのに、 木多の如き人の Jr 口を _ 動するに足る事 
を言 ひながら、 何故に平和に生涯を送り得たのであらぅ か。 頗る 
怪むべき ことである。 K 原因に至つては補々あるであらぅ が、著 
軎を公に しな かつたのが、一つの原因に相違ない。又彼の性格に 
附帶した所の、此時分の人の信 m が、冇力なる原因であると思ふ。 

木多は、病を得る は 父母の憂を增す所以であると言ふて、攝生を努 
めた人である。日に 自ら 給する所は米二 合、 寒中と 雖も、 綿入一枚 
を 着け、夜は十二時に寢ね、朝は四時に起き、老年に至つて も 變るこ 
とがな かつた。 自ら 持す ることが、 此の如く嚴な るに 拘はらず、人 
を待づ ことは、 頗る寬であつた。彼が會田安明，を破門する考がな 
かつた事 や、 最上德內 を、 宥免せしめた事などは、彼の能く人を容れ 
人を助く る 一例で、其寬厚の人物であつた ことを、 充分證明する に 
足るので ある。 之が 卽ち， 彼が t 門んの#®と•世人の同情を得た 
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. _ .二四 _ 

所以で、又何時も安全であつた所以であると、思ふのであります。 

木多利 ml は、 aj の門人紐部 K 弘ょり分れました、所謂姐部系に於 
ては中根元圭と共に第一流の數學家となつて居ります。彼が航 
海術の元祖であることも、和算家が皆知つて居る。彼が經世の偉 
器を抱いて居つたことは、親く彼に接觸したる人のみの感得した 
事であ9ます。彼が逝てょ SN 今日迄殆ど九十年。我國は彼が平 
生^<し培つた所を(貫现しか>つたやぅに思ひます。合も本多 
が ? T 年前に今日の策を立て、吳れたやぅな觀がある。卽ち本多 
は單に數學の歷史に、其名を揭げて置くに止むべき者でない、數學 
家として、航海術の元祖として、將た憂國家として、我國の歴史に特 
筆すべき人であると信ずる。 

中根元圭も、本多利 mj も、共に關流逑部派に屬して居るので、何だ 
か話が雄部派に偏したやぅになりました。倂し荒木村英ょ SN 傳 















系を引いた*荒木派に も、 無論傑出したる數學者が ある。 純粹の數 
學莕としての大家は、寧ろ荒木派に多いので ある。 其內世界の數 
學史の上に位置を占むべき人もあると思ふて居ります。尤も其 
御話は今日は致しませぬ' 唯我國で數學專門家の内ょり、案外人 
物を出して居つたと云ふことを中上げるに、止めて置きます。 

今若し人あつて、吾人に問ふに、我國と外國と比較し，特に我國の 
勝れたるもの如何と言ひましたならば、吾人は異口同音に我國の 
國體である、と言ふでありませぅ。我國の國滞力^^國に比^すへ 
きものがないのは、年を經るに從つて，其所以を益.明にし來るので 
ある。國11に亞で、何が最も勝れて居るかと n は乂多くの人は、武 
士道であると答へるであ9ませぅ。所謂武士道は、幾多事情の下 
に"®化し來りたることあるべきも、又我民俗思想の最も特段なる. 
發顯であることは、疑ふべからざる所である。國體と云ひ1武士道 
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と X ; . し！^ がには餘り/ IJ ひなかつ /: 言葉で あるけれ ども、乾 事實に 
は氣附いて居.る。德川時代にも、幾多の具眼莕が 、叨に其 意義を知 
つてたつたのである。我國人のみ知つて 居つた譯 でない。 當時 
來朝 L た 所の、和蔺人等 も、 氣が付 いて居り、此點に關し、非常に我國 
を畏衔した济で ある。 彼の國人の、 旅行記等に 記載してある所を 
見れば、分るのであ9 ます a 國體と武士道とに賴いて、 次に何があ 
るかと nil へば、或る人は天然の風景を稱し、或る人は裝飾的 美術を 
稱し、又或る人は®人の德を稱し、或る人は宗敎上 の寬容 心を稱し， 
じく 何 m く和と Ijr 々我 國の誇りとする 所を 列擧す ることが、出來 
るで あらぅ。 而 して 最後に廻は される ものは、我國在來の學術で 
あらぅ。 就中、理學に濁す る もの、別して數學の 事を言ふ人は 極め 
て少なかつたのである。處で段々關先 生の事蹟を，窺つて 見ます 
i 、 吾人の 考は、 是迄と少し違つて來 はしまいかと思ふ。漼ぃ二違 














つて來る。 glj ち是迄一般人士からは最もつまらないと思れて居 
つた、所謂和算が、恐らく我國人の、知識的生産物の第一位に位する 
莕であると云ふ感じがして來るのである。而 L て此感じと共に 
吾人は一種の心强いと云ふ感じを起すのである。而して吾人は、 
此感じを起さしむる木である所の、關孝和先生に對して、尊敬を表 
するに躊躇しないのである。勿論、偉人は何れの國に出ると極つ 
た譯のものでない。偉人を出したから、其國が屹度笫一の國と云 
ふことでもないので あらぅ。 一人の關孝和を出したから日本は 
豪いと誇つても濟むまい。 

倂しながら，吾人は遠から信じて居つたのは、我國體と、我武士道 
とは、暫く論なしとして、北次に、我國、人文發達史の上に、何事をか特 
喪すべしとすれば、學 il は決して後廻しにすべきものでないと思 
ふて居つた。さぅして U 流數學家の仕事を見る度毎に、我同胞の 
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mII 上の力、將た識見が、決して侮るべきものでないと云ふ、】つの 
證據を確め W て、 密に喜びに堪へざる所でぁりました。今日、關先 
生二百年記念の爲め、記憶すべき關流の數學家と云ふ題を揭げて、 
一二、 關門数學荞の昔話を致 L ま L たのは、一面に關孝和先生の偉 
業を迫懷し、一面には之に依つて、彼の密に喜びに椹へない所を、表 
はすのでぁ9ます。 (_ 辟大) 
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本朝數學に就て 

理學博士男搿菊池大麓君講演 


諸君' 今晩は、旣に藤澤教授の開曾の辭があり、績いて林鶴一君、 
并に狩野君の御講演がありまして，之で以て事は足9て居ると考 
へる のであ9 ます* 货は最初ょり 林 君と、狩野君と御演説が ある 
ことです から、私は出席しても'別に何も御話しを することはなか 
らうと， 考へ/:ので ありま L て、 御斷 りを 致し まし /: のであ 9ます 
が、 m 治三十三年に—前刻藤澤君から御話のありましたやうに一 
此記念の爲に 、何かすると 云ふことは、私が發議したのであります 
からして、其緣故もあり、 旁 以て、兎も角も 出る ことに、 なつ/:のであ 
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9 ますが、實は らう 御話は盡きて居るのであります。で前に、どう 
云ふ御話をしやうと云ふことも、或は私の話さうと思つて調べた 
所を、林忍が W それを言はれるかも分らない。又狩野君が言はれ 
るかも分9ませぬ から '寸何を言ふ事になるかも確かでないが、 
見も角もボ朝數學11就テ」と i ふ題を出して置けば、何か言ふこと 
があるだら うと 思つ/:のであ9ます。 

所で 一！ T 本朝數學と云ふ言葉は、おかしな言葉と，言はなければ 
ならぬが、是れは歐羅巴から輸入したんでない、日本で以て、特に發 
達した所の、一種の數學を指して、本朝數學と云ふのである。以前 
和算と云つた所のものである。小學校、及び或種の商業學校など 
で、敎授して居る所の珠算—あれは先づ普通和算と言つて居つた 
のである。倂しなから、それは塵劫記—林君の言つたやうに、支那 
から這入つたもので■あるけれども—あれが本朝の數學の初步で 



















ある。先づ北(系統に屬する ものと 見做さなければならぬのであ 
る。一體維新前の武士の敬育と云ふものには、普通一般には數學 
はなかつ，:普通の敎育は漢學であつて、®志者が數學を學だの 
で、僅に有志の衣に限り、>を學だのであります。數學の學校があ 
つたのでもなし—之を精く授けた譯でもない。有志者が、數學家に 
就て學だと云ふだけのことである。勿論武士の内でも、數學の是 
非なければならぬ職掌がある。例へば曆學に從事する者の如き、 
又は勒定の II を取扱ふ者、それからして H 學、今日から言へば主と. 
して土木エ學、さぅ云ふ取を取扱ふ者は、是非數學をやらなければ 
ならぬ。又數學の中で以て夫等に關係した事を敎へたものであ 
る。それから普通の人の卽ち武士以外の人の敎育は、寺子屋の敎 
育である。其寺子屋に於ては、珠算を敎へたのであ SN ます。さぅ 
して、其珠算も、 m の兄だけに敎へて、女の子に敎へなかつた-女子 
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も多少は箏だのであり ませうが、 女子には敎へなかつたと書いて 
あります。先 平、 今の帝國敎靑竹に於て、束京市の、維新以前の敎育 
の Y を 調べた、 報吿軎が あります。 芄報吿 に 據ると•女子には珠算 
を敎へなかつ た 。 K 譯は 、俗に 女に算盤を弾く jy を敎へ るのは、 之 
は亭主に弾き出され る 原で あると 云 ふ、さう 云 ふことを 言つ たと 

番いてあります。 . ..•それから其寺子屋で、敎へた珠算と云ふも 

のは、 どの位の jr を敎へた かと 云 ふと、 八算見一、それから相場割を 
敎へた d 僅に此位に止つ たと 云 ふこと を、書いてあ9 ます。 敎へ 
方は どうかと 云ふと、多くは塵劫記に據つて敎へ たのであります。 
塵劫記と一•ムふのは'林君から御話があ9 ましたが、 吉田光由の塵劫 
記と： •ムふボは、算法統宗の飜譯であつて、其飜譯は實に旨く出来て 
居ると、思ふのである。所謂、換骨脫胎で以て、飜譯はあ、云ふ風に 
やらなければならぬ、 K に飜譯の模範として览いと私は思ふので 











それで今口□木でやつて居る所の数學は、西洋から這入つて來 
たので、一體两洋から諸學科の這入つて來た最初の時代には、數學 
は餘9なかつたやうであります。勿論西洋の曆學、天文學は早く 
ょり這入つて來ました 。 W 洋の数學も少しは這入つて来たので 
あ9ますが、倂し餘9多くは這入つて來なかつたやうであ SS ます。 
さうして支那で飜譯した四洋の數學書などは、多少這入つて來た 
に相違ない。彼の f I ゥクリッ r ( Euclid ) の幾何學書は幾何原本と 
云ふ支那の飜譯で H 本に這入つて來て 、私の 生れた箕作などは、元 
醫卷の家でありますけれども、幾何原木が備へてある。私は少年 
の時それを分で讀で見たこともなし、又父なり、 M 父な9が、さう 
云ふものを m だと か、見た とか 云ふことは、一向知らないのであ sn 
ます。さ、っして、今の JJ 洋の數切の初めて日木の學校で 敎へられ 
本朝數學に就て i 












たのは、文久の三年®腾千八百六十三年)、今ょり凡四十四年前- : 開 
成所に於て、神田孝平先生が 初めて 数へられた のであります。典 
時分に数へられたのは、主として算術と、代數學 とであり，ます。幾 
何學は敎へられなかつたや ぅであります。 

代數學と云ふことに就て、 . 代數學と云ふのは、林君が之は點 

竄と譯 す 方が货 い、 r ァル'ゼブ ラ」 は、 其語原から考へても點竄 と譯す 
が、適 S であると 言はれたが、當時神田先生の、開成所で敎へられた 
時分には奴際點竄 と 言ひました。竄の字は むつ か L くて、當時私 
などには、迪も喪けなかつた。代數と云ふ語は維新後に、支那から 
這入つたものです。最初日木で以て維新前に、學問の名など、適當 
なものが有つたのを、それを支那の方で'出来た®洋の書物の飜譯 
に出て居た譯 TL を採たものが少くない。例へば 「ヶミストリ ー」 も、 
日木の■學诉は、之を舍密と譯して 居る。 之は fchemie ) の音譯であ 




















ると 云 ふことであります。 私は舍密と言つ た 方が、化學と云ふ方 
ょり 餘程面白い かと 思ふので すが、 併し今では「ヶミストリー J は化 
學 となつた。 前の「ァルゼブヲ」を點竄と譯すのは善かつたか、恶か 
つた か 知らぬ が、 之が代數と名が變つてしまつたと云ふやうな譯 
であります-序なから、もう一言御話して置きますが、私は、或る老 
先生の所に行つ て、 いろ < 話をして居る時に、先生頻に「ボット P 
i X 」 と云ふ語を 使 はれた。大方『ポット P 1 ド」と云 ふこと を、御承 
知の方は、今晚當りは餘り大勢はありますまいと思ひます。「ポッ 
トロ ー F 」( rolocd ) とは何で あるかと 云ふと、之は鉛筆である。之は 
和蘭語で あ 9 ます。 私等の初めて英學をやつた時分には、「レッ r 、 
ペン 、〆 ル/ 「ポット 1 2 1 ド」と言つ て敎つた 、卽 「レッ K ' ン シル J の譯が " 
「ボット ロ ー K 」 と云 ふやう に';^はつたので、私は苏語を知つて居る 
のでありまず。此御話を聞た時には、久振りで舊い友達に曾つた 
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やうで、 r ポット w 1 r 」 は、如何にも懷しく感じたのであります"そ 
れから又—維新頃には、それが變つて、石筆となつた。『ポット。1 
r 」と r ムふ和蘭語が、石筆と'一一9ました。それから、私が洋行して歸 
つて來る內に、又改名して鉛筆となつた。私は、石筆時代であるか 
ら時々鉛筆のことを、石筆と言つて、子供に笑はれたことがある。 
今では石筆と云ふのは"「スレート j に書くやつである"夫故子供な 
どに言ふと、石筆と鉛筆と混珩して、笑はれたことがある*のであり 
ます。斯う云ふ課で、時代が變つて來る。丁度さう云ふやうな譯 
でありまして、神田孝平先生に、数はつたのは—算術と點竄の初步 
であ9ました。それで其後、御維新後になつて、愈四洋の數學が這 
入つて來まして、私が明治の十年に歸つて來た頃には、開成所は、其 
時分には束京大學になつた頃で、其豫備門でやつて居るのは"亞米 
利加の敎科書のンソ H と1ムふものが大層はやつた。明治十 













年私の歸朝し /:: It (秋に、 先刻藤澤教授の言はれ/:所の東京數學會 
社と云ふ ものが、初て出來た のであります。 私は、和算と云ふもの 
は二，！：知らぬ で、 算盤の事と思 ふて 居りました所が"其初めての會 
に、 岩 田 好算先 生と r ムふ、老和算家が出席され まして* 一の 草稿を持 
つて來られ て、 それを 示された のであります。 其草稿は、どう云ふ 
ことであるかと 云 ふと 一つの題を設けて ある。 其題は斯う云ふ 
ことなんで' 『ニ ッノ相 交 ハル 直線が T ッテ" 之 二 切5/テ居ル所ノー 
ッノ #§ p が7ル。 at * 圓 及ニッノ 直線 1一 切スル所ノ四 ッノ圓•力 
ァ ; " 此四 ッノ 圓ノ半徑ガ比例チ爲ス 」と 斯う云ふので す。まあ 
今の言葉で言 ふと、 さう 云ふやうになるのです が、 和算で言 ふとな 
かな かさう 云ふ 風には 書て ないが、今日の 11 題にすれば さう 云ふ 
ことになる。1; 解と云 ふ ものが、紙數五十二 枚の、 半紙に出来て居 
たのであ 9 ます。先刻藤澤君の示された诳京數學會 社の、 雜誌の 
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第一號に之が 出て、 「此解チ縱覽セントスル荞ハ 、本社- 1 來ルペ どと 
云 ふ 譯で ぁる。それで、 此岩田 先生は、 實に なかく 立派な和算家 
てあ 

て、當部五十 
五歲の老人 
で6る。其 
門人の出し 
た題などが 
芝の愛宕山 
に、額になつ 
て掛つて居 
0たことも 

あります。此解は「元治元年八月ヨリ慶應二年五月11至リ漸ク成 
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ル。紙筆チ费スコト尠ヵヲズ J 云々と云ふことで，大 _ なものであ 
つ； T 非常な苦心と、非常な勉■强を以て、斯う云ふ P を研究された 
のであ9ます。之を見て、私は^に驚い/:のでありま寸。之は大 
變なものだ。斯の如き學問が、日本にあるものかと思つ て、 初めて 
和算と云ふものは、之はなか^■豪いものである，と云ふことを"感 
C て、密{:、之はどう云ふものが、機があつ/:ら、どうぞ、知り/:レもの 
だと云ふ考を起した—序に言つて置きますが"其題に就ては"雜誌 
の第四號に內田五觀先生が、之に加へて此題を擴めたのがありま 
すが、其 術 を得なかつたとある。右の如き問題を硏究されて遂に 
¢の術を将られた譯であります から、 和算と云ふものは、之は學で 
見たいものであると云 ふこと を考へまし/: が、 なか^^暇があり 
ませぬのでありました。 

それで、どうか 和算 書を、集めて置かなければならぬ。 今日に於 
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て m めて 置かなければ、古い數學の書物は、遂にな くなつて、し i ふ 
だらうと 云 ふ 考を起した a 狩野君もさう云 ふ 考が あつて、 荐に蒐 
められ •/: やうで、あります。 和算害 の 中でも•冩本 なぞの なくなる 
0は當然 である d なくなる と云 ふのは， 個人が 持つ て 居ると云ふ 
と、 其人は大 W に 保存し ますけれども、 其子な り 又 孫 (: なると、 何の 
事だか分らぬ から、 それを反古にしてし i ふ。 或は反古に ならな 
い迄 も、 &が 位つてしまふ、と 云 ふやうなことに、なる のであります 
から、 之は充分なる保存の方法を 執りたい。 それには、大學に集め 
て置くが K いと 云 ふ 趣意で、大に此和算の普 物を、 大學に集める こ 
とにしたのであります。 先刻此處に 出られた 川北君なぞは、其重 
なる 書物を所持され てあつた のであります が、 之は大學に納める 
ことになつて 今は大學の圖書館にあります。是等の 物は、 先づ充 
分に保存される譯で あります。 










其から明治二十九年になつて、遠藤利貞君の、數學史 と 云ふもの 
が出ました。是は遠藤君が、明治の十ーニ年■頃ょ着手されたも 
のであつて、二十六年に至つて脫稿したと云 ふ、 日木數學史と云ふ 
ものが作ら a た。 先刻、蔭澤君の言はれた通9、此數學史は數學— 
和算研究の羅針盤であつて"和算と云ふものは、凡どぅ云ふもので 
あると 云 ふこと が、分ることであつて、私共は之に依りて大に便 J % 
を$たのであります。其後少しの暇を W ましたからして、此和算 
の中の M 理の r ' ^1周率等に關する K を、英語に譯して"數學物理 Ml 
曾の記 K に出しました。之は級數のく、9方が'如何にも面白い 
のでありますから、斯の如き全く獨立の硏究をしたことが H 木に 
も あると 云 ふこと を、 外國人に紹介したい考で、あつたので ありま 
す。 K 後、藤澤敎授は巴里の大陳赀啓の節、巴里に開かれた所の、萬 
國數學钟に出席されまして、木朝败學の、歷史の槪略を書いた所の、 
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一 論文を提出され まして、 之は外人間に 頗る 好評であつて、數學史 
の 中の 一紀元で あると迄、 或る人は評したのであります。其後*林 
君な ども 此和算に趣味を持たれて、 いろく 研究されて居 SS ます 
が、阳 M のアムステルダムの H ユート (s o oute ) と 云ふ M 地數學會の 
會長であります 丨 それから、 私の所へ私が曾て圆理の事を數學物 
理學會の記事に出したことがあるので、遠藤利貞君の作られた、数 
學史の飜譯したのを欲しいと、言つて來圭したから、林君を紹介し 
ました。林君は、其大略を英文で書いてやられましたので、其學會 
の雜誌に出ました。夫れ等に依りて、稍外國人の中にも、本朝數學 
の槪略が知られて來ました、それから一昨年、獨逸の皇•帝の天長節 
に當つて、之を祝する爲に同國 A—1 ル (5 TS ; 大學の敎授のハル ッ I ル 
( Harzer ) と云ふ人が日本の數學の歷史を演説し、之を出版して、之を 
吾々の方へも"送つて來たこともあります。斯の如く本朝數學と 

















云ふものが多少世界に知られて來た。さぅして、多少之に封して 
尊敬を受けるやぅになりました。夫で遠藤君の數學史もありま 
すけれ ども、 僻ほ粘く本朝數 m を.學術界に紹介したいと云ふ 
こと、、それから L て段々數學に齡する書物がなくなりますし*又 
之等の求：物は、多くは寫本であるし、板木に L ても、絕販のものが多 
い。 因て之を印刷したいと云ふ考を持ちまして’私は帝國學士院 
に此議を提出 L 幸に jj 院の鼓成を W て、目下 K 調査に着手して居 
る次第であ9ます。 

一體、此關先生の现はれて來た所の時代、寬永の十九年ょり寶永 
の五年迄、西 ffil で云ふと，12 *2 丨1708と云ふも0は、元和の元年(1〇5} 
に豐臣氏が」」 び、 元和偃武を距る七八十年頃でありまして、社食の 
各方面に、泰平の象が現はれて来たのであります。所謂元祿の時 
代で人心稍奢侈に傾き’總ての宰に就て、基だ華美を競ふと云ふや 
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うな、時代となつた。之も泰平の象でありませうが、倂しながら、そ 
れは一方の m でありまして、人心が奢侈になつたと云ふても、乳時 
分社會が全く腐つた譯ではない。武士道などは"此時期に於て、却 
て大に發達したものでは、あるまいかと思ふのであります。 W 二 
三の例を J せば、宽永十一年(一§ら)が、荒木又右衞門の伊賀越の敵討、 
宽文の十二年(103)、之が市ヶ谷佐内坂の奥平源八郞の敵討それか 
ら元祿の十四竿(一702)には赤穂の義士の、討入りがあつたと云ふや 
うな譯で、なか^—武士道の發達した時代で、あつたと考へるので 
あります。而して德.川氏が初ょりしてを^^を^りに焚勵した結 
果、關先生の時代に至つては、非常に學 M が發達して、來たのであり 
ます。水戶の義公が、彰考館を興されたのが、宽文の十二年 tl o 2 )で 
あります。 夫ょり 水戶派の學济が輩出して來た。石川丈山の死 
だのが、やはり寬文の十二年 ( S 7 2 ) 、それから山鹿素行は貞享二年、 


















(一085)に六十四歳で死だ。伊藤仁 lif 此人は宽永の二年(一35 )に死で 
访ます。それから山崎闇辦此人も元和の二年(一682 )に六十五歳で 
死で居る。それから、获生机株、此人は享保十三年(一^8 )に六十三歳 
で死で居る。それから木下順菴、之は元祿の十一年 P 0 QO に死だが、 
七十八歳であつた。此人の門には新井白石、室鳩巢などの十哲が 
現はれた。それから貝原益軒が正德四年云14)に八十五歳で死だ。 
淺見綢齋，之が正德元年(】 711) に六十歳で死だ。それから、又歌の方 
に於て は、 契冲阿開梨、北村季吟など、云ふ人が视はれた。それか 
らして俳句の方では、松尾芭蒎が、元祿の七年 に死で居る、美術 
の方には光起、一蝶などが此時に出た。又學術の方面に於て河村 
瑞軒も此時代の人で、 K 他なか—"豪い人が現はれた。先刻林君 
の話された。谧川莽海、之は良享朥が、此人の力で以て改められた。 
兖都に曆魄士と云ふものがあつても無學であるので、圭るで暦が 
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違つて居つたが、此滥川が初めて建議して、貞享曆に改たまつたと 
云ふ次第であ9ます。先刻藤澤君の言はれたる通り、凡そ時代と 
云ふものに依つて人が發生して來る。丁度、關先生の時代がさう 
である。此モ利重 能、 以來種々の數學诉が 出て、 互に競つ て •之を 硏 
究し、さうして泰平の餘澤で、是等の學 ml が進で、關先生の如き偉人 
が現はれるに至つたのであ9ませう。此の如き偉人は、或は總て 
の時代に於て存して居るのであらうかとも思はれる。倂しなが 
ら時代が之を求めないと表面に現はれて來ないのでありませう* 
時代の求める時には、 英雄豪傑、 其他總ての方面に 於て、 學問に 於て 
も.傑出した济が出て來るのは、時代が之を要求するのであらうと 
思ひます。關先生が、非凡な數學荞として現はれたのも、之は時代 
の然ら L むる所でありは L ないかと思ふ。 

Full many a 1 remct purest ray serene . 
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The darlc unfathomed sves of ocean r ar; 

Fu 1 many a flower iscrcrn to bUisIi unseQn, 

And waste its sweetuesson the desert air 

•之に あるのは 彼のグレ— (9. ay ) が 墓場に於て、咏じたと云ふ祈名な 
詩の 一節であ 9ます"之は 或は『リル」などの中にも出て居ま 
すから、 諸君の屮 に、 御承知の方もありませぅけれ ども、 兎も角，立派 
な力の 右る 人でも.或は連命に出轉はないと云ふと發達しない"世 
- TO は れ ない と 一. ムふことが、あるのてあり-^す 跟 先生の* H き偉 
、と、 さうして 比诗 K と 云 ふものが、 丁瓜其處に合つ たと 云ふこと 


は K に學 1 J の爲めに、 II すべ 


i 

7 ， 


であ9ます， 


所で毛利重能以來、 il 先^の時代迄に、どう云ふ風(:して«學が 
研究されて來たかと云ふの- ' 吉田光 HJ の塵劫記は、數®版を雷ね 
たが、或る版に於ては艽末に問題を數箇出して.其 tj 題の解を揭け 

AI 
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ずして、之を後赉に譲ると！：ムふ ;K になつて居る。それを承けて，他 
の数 Ml 济が波 rj M の解を付ける lrmj 題を解して、又 f ; に付け加 
へて自分の題を提出す る。さう すると、又他の數學不 が、 北 ( ml 题を 
解して、又自分が題を提出すると云ふ風な事になつて，さうして，順 
順に M を解いて は、 後の人に題を遺すと 一 M ふ检な取をして、さ*っし 
て硏究をした齐であります。それから"正德頃ょ9しては'啻に書 
物に出すのみでは なく， 之を額に L て神社怫閣へ納める、さうして 
天下の人に北ハ题を示す’さうすると此他の人が之を解する事であ 
sn ます。彼の 「サィク p ィ v- f Q cloid ) の m I 題が、愛岩神社に紙にして掛 
けられたと r ムふのは、普き例であります。正德年 n ょりして、 額を 
褐るのは維新前に至る迄もあつて、隨分、諸君の內には 、神# 怫閣に 
和算の M s 額の掛つて W るのを御覽になった方もあらうと思 ふ。 

それで、足等の題を H ますると云と，和算の殊に初期の時代に 










は、 マ，クニ今ュ ー F 」と 云ふ考がなかつた。數と云ふ考はあるが、『マ 
グニ t ュー V 」と r ムふ方の考はなかつた。例へば、或る数に持つて 
:了 つて" 泉の -R さを數で現は し/: ものを"加へるのでありま t が、 そ 
H に诗つて 行つ 線に 線を乘けたものを加へ る、 或は線に面積を 
乘けたものを加へ ると 一 •ムふ風で、唯數を求める。總ての1 t が败で 
U 來て ! るので ありまして、「マ. /; 一一于ユー ド」 と 云ふ考 力な力つ た 
やぅであ 9 i 寸。 K 際、之は人 ll に依つ て 違ふものであるかとも 
はれ i す。例へ ば、ギリ ゾア にね ては、幾何學が研究されたのは 
主として 純粹の理論が硏究 された のであります。應用と云ふ事 
は餘9 言 はれなかつた。幾柯學なども二つに分れて^〇^評皮置幾 
何學 と，：^ 置 幾何 m との二つに分れたのであります。兩方 とも、 麻 

ァラビァ時代になると、全く ■つて 數或は 量と 云ふものが重に研 
—本朝數學に就て Jr 
















究され た a r アルゼブラ ーと云ふものは、 ア 19 ビア 人に依つて發達 L 
た。さう*ム風で* キリ .〆 y 人と， プラビア 人と、む所が違つて 居 
る。 H 木ん はやは り此數 と 云ふ 力、— 「アルゼブヲ 」s 方が、幾何學ょ 
りも一體に成績が“いと云ふ HJ は、 人種の然らしむる所であるか 
とも m はれます。 兎に角、前の题な どを 見ますると云ふと、和算の 
方に 「マグー1ヶユー r J と云ふ方の考は 、なかつ た省で あらうと 思は 
れる。それから 此 M を出して、 他の 解を 待つと云ふ p に 付て， 奇體 
な K には®洋でも此時代には同じ やうな 唞をやつて、互に數學巷 
が—諸®の數學济が、他の力を誘き出すと云ふやうなことをして 
居つ た。 或る题を 出して、 之は どう だと云 ふ 鹽梅 に、 怫 _西 の 學者 
が、英吉利の m 诉 に，： 一：つて 言 ふので 、11 ユ-— > ン {Newt g ヲィブ 1 ー ッ 
ッー Leibnitz) ペル k _ —(Bernoulli) などの學者の 時代に、薇に 行は れた。 
题を出した學求は ，其 解を公然と言は ずに、 之をヲテン語で 書く。 













其時分には、ラテン語が學恭の内の普通語であつて、總ての歐洲人 
に通：^る所のもので、あります。此時分には.「ヱス•ヘラント J などと 
云ふものはなかつ た。 此重寶 な ヲテソ 語があつたのが、今日は廢 

黍 

つてしまつ/:と 云 ふことは、 普通語と云 ふ ものを置く 


とは、むつ 


いと云ふ證據です。 


つ『エスペラン t ス^-」の、參考にちよつ 
と P して置きます。そこで、此ヲ語でそれを書いて，さぅして 
香いたのを、崩して L まつて、其內に在る a ならびと一'ムふ字が幾つ、 
6が幾っ C が幾っと云ふ風に游ぃて、之は吾々の答だ、自分は此題 
を眸して居ると云ふことを示して、先取特權を取つて置く。さぅ 
ニムふ風でぁ9まし/: 

日本で ょ、 ^情の然らしむ る所でぁつたかも知らぬ が、 事を祕密 
1密と一 X ;ふて公にしなかつた。或るものになると 二子及二萵弟 
り外ょへない。傳へても， なか^-典今の免許でも人に示すこ 
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とはならぬと-. ムふ風で、公にしなかつ ,r 關の點竄の如きも"僅に 
關流の n 人の中で'取も進だ所の芥に示すと 一•ムふ風に、なつて居つ 
たのであります 此祕密にすると‘.ムふことが、當時の11博然らし 
むる所で.あつたのでは、ありませうけれども、之ょりして、流派の爭 
が起るのみならず、學問の進步には、非常の莕であつたらうと思ふ。 
之が公にされて、誰も彼も、之を見ることが出來たならば、人の知つ 
て居る祕密を解する爲めに、苦まないで、人の知つて居る所を土臺 
として，進むことが出來たならば、餘稆今日和算が、進歩したらうと 
思ふ。祕密は、 M に學問の爲めに、中：になつたことで、あらうと思ふ。 
视に、先刻巾した岩田好算君 0 定理の如きも'其一例であります。 

岩田先生は非常に苦心をして.五十二枚の紙に書上げた草稿を持 
つて 來た。それは、 總て芄處に行く所の徑路をすつかり自分でや 
つたのであ9ます。其總ての徑路 が、 一般に公になつて ある と"譯 














なく出来 
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のである 
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であらう 
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る。税に艽定理を寺尾君は後に之を解 
僅かに一茛か、二頁で£(解が出來て居る 
ながら之を以て、寺尾君が、岩田奸算翁ょ 
らぬ。兎に角.寺尾君は總てのその徑路 
のものになつて居る、之を川ひて解した 
は、初から仕舞迄自分の力で行かなけれ 
から、1難である。さぅ-.ムふ譯でありま 
は、國情成.は真時の社钤の U 情、止を得ざ 
けれ典、和算の爲めに、 W に之は惜むベき 
あります3 

體、此本朝數學と-ムふことに就て、之は殳 
、日本んの削始 L た學 1 j は’之が袷ど唯一 
7ますから•和算は何位まで發‘達したも 


して"数學物理學 
と一*ムふ譯で JJ,y 
9豪い i ムふ證 
の定理が、總ての 
から容易い。岩 
ばならぬと v ムふ 
すから、祕密にし 
ることがあつ/: 
ことで、あら•っと 

刻狩野君の言は 
ではぁりはしな 
のでぁるかを"段 





















段に講究して行く枣は、余程面/ H い、而して之に支那又は面洋から 
取9來つた分子が有るかどうかも、玫究を要する。先刻狩野君か 
らも、ちょつと言はれたが、關先生は、奈良に於て唐の數學喪を兑て、 
それを講究したと r ムふことがあるのです。其事を豫て私は mj い 
て居りま L て、其事を三上敎授に話して、何にさう云ふ事が出て居 
ますか'番早いのは何であらうかと一.ムふことを尋ねましたが、翁 
草と云ふ本がある"之は京都町奉行の與力、神澤貞幹と云ふ人で、此 
人が害いた木である。此人は寬政の七年、八十六歲で死だと云ひ 
ますが、勘定しますと、關先生の歿せられた翌年に、生れた人であ9 
•ますから*多少聞いて居た K があるかも知れない。 K 翁草の中に 
あるのは、先刻狩野思の言はれた通り、何だか譯の分らない本があ 
る。 南都に と あり圭す 、何 か分らない本が ある。 「其頃南都 一一 何時 
頃力 渡リヶ ン唐本ノ怫替 一一 交リテー ッノ書 アリ誰力讀テ v 其意 














通 セス儒 佛醫ノ 書11非ズ 、無益 ノ物也トテ打込ァル由新助傅聞是 
ハ 定テ數 學ノ書ナヲン ト心床败御暇 チ 申南都へ 趣キ 懇望 *〆 テ 是 
チ 見 ルーー果.〆 テ算學 ノ褡也雀躍て ァ南都=暫ク逗留シ夜チ R こ 
繼テ寫取リ是チ懷-ーノ江戶へ歸三年ノ 出 晝夜 H 風チ懲シ終一一其 
奧儀 チ究シ ト ゞ 凡算法二 於 我朝一-テ古今獨步ノ名人トームへ，斯 
う書いてあ 9 ます- それで. 先刻狩野君の 言 はれたやうな譯であ 
9ますが、之が 事 M であ 9 ますか、 どうであります か、 之は究めて見 
たいとふので あります。 (浦？ g?SE l - _ ご： 13 ^杏) 
之が勿論其唐書があつた所で、第一、それが分ると 云 ふことが、 ffl 先 
生の豪い所でありますが、 先生は其以上に 出た に 相違ない。點竄 
よ J t : の W 始であることは、明であります。 別に先生の値打を 
辩重するには足らぬと 思 ひますが、 之は調べたい K と思ひます。 
諸君の內に此 事に 就て 御存知の ある 方が あるならば知らせて# 


本朝數學に就て 


二七. 
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きたい。 ... 

それから此處には各地方よりおいでの御方が、あるだらうと思 
ひますが、和算捋は'::祕密にして敎はつたので、多くは寫本であつ 
たので，ありますからして、各地に和算家があつたけれども、其物が 
どうなつて居るか課が分らぬ。今日之を集めないと-.ムふと、つい 
分らなくなると 一•ムふ處が、ありはしないかと、私は心配するのであ 
ります。若しさう.ムふ米 Z 籍がありましたら、和算のやうな^を¢ 
いた物が、あ.りましたならば、和算逬を讀まない荠には#いか恶い 
か分りませぬけれども、兎に角、和算保存の：13的の爲めに、或は柬京 
大切な9、错國學士院なり、或は圖粦館なりに送つて、典處に保存さ 
れるや.「にしたいと思ひます。之は個尺が持つて居ると、終には、 
滅してしまふに違ひがないので、あり i すから'どうかさう*ムふ事 
を諸芯の御助けを請ひたいと思ふのであります。私の言ふ事は 

















之 だけ。 f ' J ] n は 平込辨天町の淨輪寺に於て、贈位の奉吿祭をする 
稂りであり-ますから、 打 志の 諸^:は"御參拜 あらんことを、 希望する 
次第でありあす。(一縣大) 




















































關夫子以降本朝數學の進步竝に學戰 

川北朝鄰君 

本 u(i , 本钠敏學家關夫子の二? i 年祭相當に付き，柬京數學物 SB 學曾は、關夫子の偉業 
'に關する取 IT を iy: に公 U する JS め、此大講談符を開かれ*林學士、狩野、菊 iiis の兩 t# ± の 
御演述にて•我邦二 rl 年來の數學の短況を.大略御承知の事と存します。然る1:.不肖 
にも蛇足を添へとの，長岡委 Mfi ょりの仰 U ょりまして，妓に11流數學の漸々擴張し 
たる由緣を述て‘先饵の精意，及び硏究の事柄をノ御咄しする事に致しましたへ關流の 
傅統は，林荇が詳細御述にな5まし f : から•之に次ぎ i して荒木村英‘痤部燹弘の二高 
弟に御座 6 ます V 何れも東郡の人にて殊 (: 荒木氏は閑散の身、數學を以て業とし，多 
くの門人を敎へました，寶永六年(千七 ri 九年顧夫子の遺稿を^錄して， 括 要 算法四 
卷を世に公にしまし G 寬永十七年(千六 W 四十年}十一 A 江戶 に生れ、享保三年 (千七 
?*十八年)七月十五"卒しました.歲七十九。 a 部氏は B 府の冇司. it 部與兵衞直恒の 


關夫子以降本朝數學の進歩竝に學戰 





















三男1: して、六代將取，徳川家宜公の側勒たり、後总命に依^'、"本地^の編凝に從事すゝ 
硏機笕法一怨■發微笕法演段諺解四卷妨彤收：粲諺解大成七港等の編著ぁ6.寬文四年 
fT 六 VI 六十四年 {: 也れ•元文四年(千七 71 三十九年)七 M 二十 H 卒す*歲七拾六な\此 
二氏が闕夫子の造法を補ひ*硏究して*木朝 ljv 學を流布したるは天和*^ I 享，元祿よ b 找 
永，正德.享保の五十你年 R 〒六 W 八十年よ b 千七！3三十五年に至る)14は依々精を極 
めんとす。此時代に於て，荒木氏は高弟-松永 a 弼(初め寺內平八郞又た權半と云ふ)通 
稱安右衞門^岡と號し又た能池或は探玄或は葆眞齋と號す m 後國久留米1:產れ‘江 
戸に出て、初め松平第人正に仕へ、後ち降與网界城半の城主 N 藤備後守政樹朝 EI: 仕 
ふ•荒木氏よ b 其正統を傅へられて. [II 氏の逍稿を悉く校讎 し、 加る (: 己れ の 意を以 
て部門を分 t_ •大略完成す' 故に始て關流と號 T (關流の名は松永氏より起る)蓋し 
主君內藤政樹朝|11は、殊に数岑を硏究せられ、其[11松永良弼に就て、溫奥を極め_絳老餘 
算の撰ぁ b 關氏の起源整法を點 m と改め.此時代より關夫子發明の術？1は、大に世 
U 顯 u n たれ • 

内 藤政樹朝 帒は， 內藤 下野守義英の二^にして.拾七歲にして陸奥國 ®¥ 城年の城主* 

內藤 右京亮葙稠の卷子となる。延享四年三 n 十九向國延岡に所替となれり • 



















又た 同時代 i : 於て， 雄部 It 弘の門に中极培•通稱を丈右衞 四， 字を元圭と云 ^ 近 江_淺 
井邵の人、 京都白山 街に住す、 因て白山先生 im す.算数の妙旨を極め，天文 M = l : it 
す*後ち ^ 府に 仕へ M 官とな る，中根氏の事 M は狩 ^ 君の锅講演 I : 詳かなれば 玆1:略 
します)。享保十八年(千 七 TI 三十 三年)九 s ; 二：：：歿す、歲七十二，(後世中根流と稱す) 。氏 
が 著述は 多く时算に 係る i 雖 ども# た#]、保之^ 法 軸，門人村井中漸をして 箢法勘漭 
御伽 ¥; 紙. 算法童子 問 等を 出版し. 初舉を壤くの楷梯 とし. 數學の進步を促した b ' 間 
畤に久怊： 3 莪太と云 ふ洛ぁ初め村上左助義寄と云ふ備中國松 山城 主*水谷出 羽 
守 勝 賢に仕へ•祿 二. r n 石を賜り 免 举行た \元祿屮同家斷絕につき浪人して久钮 ft 
喜內と改名し.江戶に出て、始め本所に居住し，或る"柳原を遊往する1: 、路頭に古本を 
商ふ洛ぁ\玆に吉田光 1|1の新編座劫記を膦ひ，之を閲するに.全部解せざるものなし' 
亦 *誤れをも見出す(: 至6功封から思へら<祐術なるもの峰自然にして自知する 
3 IV を辨ふ * 世 人の 自知せざる ^ 不審な b とて* ^ 町 ( "本橋近傍一に摇宅を設け算術指南 
の表札を 出し'門 戶を 立て\ 之を敎ふ' 誠 4: 座劫 記の 一 ^1; 因て縱横 0 在 {: 算法の 
本 原を述る亊明か U して"向 ふ ^ なし 生徒 最も 盛んな b し 時に* 中 根元走氏適々^ 
門を通行し， 表札を U て，久留岛 氏を 訪ひ 算法を語れ 久留岛氏之れ を 聞て恐懼し. 
I 賜 夫子以降本朝數學 01 進歩竝に學戰 HI 
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_四_ 

□一句 I 言なし•在ちに表札を耻去'笕法指栴を止めん斟を吿ぐ'中根氏は火に之を 
止め、1!夫子以來氏の如き波才力あるの人を) i す、故 S : 是迄の如< 師範あるべし.以來 
志を合せて算法を淡すべしと約し分れた\ 後久 fflJa 氏は門人に語るに xr H 中根 
丈右衛門 i 云 ふ 人來 b •算泷を語る、人間界の事に非す，俗に云 ふ 天狗 0 如しと•大 ひ1: 
恐 rL た-^中根氏も? rf 所に歸 \ p l 3 人に語る1:•今 H 久留岛离內 i 云ふ漭に出僉し^ 
夫子の算法の大意を述るに，彼港大に恐れて M すと雖ども at 算力 ® 强き事、辭に述べ 
がた し、 今此の如き Aib らん ^ 不思議なりと云ふ U 乂た或 s U 兩氏曾合す。中根氏 
の語る所の^題、久衍岛氏能{之を解す、依て中根氏ょれ關流の算題を送る： T 解せざ 
ると 云ふ事な し 久衍 fii 氏 0く、 【算法は題を設 < る Hi 難し、術を施す事是に次ぐ 』と 云 
r ふ 

久怊岛氏は‘朝の食あれども夕食の貯へなし.冬の服ありて M の服を貯へず，米概は 
門口の邊に在筘も亦之に同じ.門人來 h ■て先づ其箱を見て.米錢を程能< 人爵 

















或 HI 久留岛氏は n 人に敎授を終 b •近所へ行度川あ\少しの RJI 留守を賴む^し他 
の門人來らば待せ股れょとて.留守の問 M る可しと、普0の筘の蓋を除て骰き立出 
たり。數時問を過るも歸 b 來ら t 朝ょり夜に入りて歸れ來久日く近所の用を 
辨じ*芝居の前を通りし1 T 狂言甚だ面白き事を聞 <,立寄 b て li るに最も面白し，故 
に數時間を移し.夜に入りたりと云ふ- 

久淠岛氏の業、 at 功の驻しきに依て、中根氏の助を得て、或侯に進め.中根氏は m を約 
して‘久留 a 氏を同道して、先方に會すべきを約し'其 ut : 至\久留岛氏を訪へば、戸 
を IJfl て米だ起きす，中根氏兼て約定したる•時刻至りし事を云ふ(:•久留岛氏未 / r 
帳^め t 强て日ふ故に‘ llli を摺ながら戸を明るに，典梭亂髮なり ■ 急に襞；：：：代致 
t べしとて.衣服を問へば廣釉の洛衣許りな hi 云ふ U 故に其： Z の間に#はす、終 
に此幸事のことは整はすと云へ\ 

久留岛氏は M 座{今の®幣局の如き)役人に門人多し或る年正：！：元旦‘米 PJJt : 氏は 
m 衣の上に繩を帶とし、無刀にて或る P 1 ] 人の宅へ來 b し故，主人問ふ、如何なれば.先 
生此の如くな b も 口く1昨夜，年尨0垠なれば、町人へ拂ふ金錢、棚の上|:瓰％/町人 
來つて其 fi 數に隨て紅から持行く v しと云へば•相應に取て M れ k 棚 U 於 < 所 

關 夫子以降 本朝數學の進步竝に學戰 五 







の金きたるの後-或る町人來て强て拂を € ふ*謝すると雖ども •!> に I 1 H かす。故 
に大小衣服を其代として與 r 此の如くな云 A 主人之を聞て*先つ® fiit : て， 
寒 a を凌ぎ玉へとて炬■に入る、や^商妍な^ 依て銀座の門人 lit 合せて，彼大 
小衣服を■取 M し'氏 t : 與ふ‘氏は一と M り謝して、氣の恭なる體もなく着用して¥ 
始の事を濟し t :\ 此の如く氏 U 不鞑につき* M あらん^を動め，妻を求めて.米錢 
衣服の世話を任すに、却て不自 III になりて筋すると云ふ"(以上は山路主住氏の茶 
話なり r 

後ち內藤政樹朝 mt : 仕へ，十人口を賜る時享保十五年(千七 ti 三十年)五月九 U な k 
延享元年(千七* ri 四十四年)三人 n を iff し，同三年二人口を增し^合十]£1:人口を賜り妓 
胂四年(千七：八五十四年}三：=十一:=蹯居し，名を沾數と改む，同七年千七| , 1五十七年) 
十一月二十九 H 病死す， 

久留岛氏の内藤侯 1: 仕ふるや、探の數學の相手た \ 然れ典 . is 氣なけ il ば 、 M 眠れし 
て語らず*酒 M あれば M 々咄し多くして 41 益と なる。 故 1: 氏は必す酒を賜い'侯 
に待した b と云ふ 

又 U 向國延岡へ參 k 在所の渚へ算術師範致す V き命あれ。氏日く年久しく，彼地に 











居住の斟は御用捨下さる可し i Ef-i 立- M して延岡に至 師範する事六年なむ-依て 
幸便毎に，書を以て東歸を願ふ•故(:候1:も止むを得す^府の許し ありし と 云ふ L 
氏*>東都ょ向國延岡までの旅行中、 U 每其旅食に酒符を携 へ/訪問する ^ 絕すと 
云ふ•亦た M 府の砌も、益々來往漭多しと云ふ-當時我國數學©、 起る 可き景況を察 
するに足る， 

延岡ょ b 歸府の際.山路主位父子を招待す' 依て山路氏は a / i ふて面#し^年：：：向に 
在て，算法 X 夫あ b し事を問ふ' 久留岛氏： n く，閑居同然の事外1:用なし•算法のみな 
ち只算法の工夫は id 初念(:違ふ事なし」と云ふ。山路氏問ふに、其工夫の書最も多 
<之れある v しと*久留島氏の日<「六ヶ年の內のエ夫の書少なからす。淨書して 
{5きしに，歸府の際4籠を張るに紙なし，故{:截り刻みて，皆|5|1を張り一枚も貯へな 
し Ji 。 

又天文を S & して n {我天文未學と雖ども多く輸を懸け論する時は*其理を遊すべし 
t 云ふ' 又口凡そ算法仍題を設くるに.料術.天文の事を云ふ事、是れ算題の得難き故 
なれ。 

久留岛氏の性質は前述の如し。其算法は自得に起久中根氏に因て腦夫子の M 稿を 
關夫子以降本朝數學の進歩竝に學戰 七 
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A 

了解し■之を敝衍して大 u 發 iji せしめた \ 世之を稱して久留 a 學と云ふ。 

關流の正統を’松永. U 弼より受け、中典の龙を揚けたる咚山路主住氏な k 通稱を彌 
左衞門と云ひ if 樹と陇す9尨府1;仕へ，天文方な-^初め業を中根元圭氏に受け，中 
根氏京都に y るに際し.久留 a 氏 {: 隨學を依託す。久留島氏 H 向に赴くに至 b •松永 
氏に從 m す*故に三氏の秘する所、悉く之を得て、大に圓夫子以降の數理を大成せ\ 
時に我國#平の代•文學勃起の時、元文、寬保、延享、寬延_寶”明和、安永(千七 TI 三十六年よ 
り千七“八十年の問5:§:に出婭の#ぁる^藤田负穴安嶋[|1:圓、栗田新藏、戶坂保佑，石 
井雅潁.船山輔之.小倉雅久、松永 iiM . w 谷實順等，各所に散在して大に硏學せ t 就中 
此時(:常り 3 i 後國久留米城主.有 Mi 中務大補賴愤朝2 ifi , 數理を好み t 山路氏を師 i し 
硏究せられ、禮を厚くして藤田貞貧を召す。 

賴侦朝 nl は從四位左少將にして•村上天皇之皇子•具平親王の後胤，#松次郎入逍則 
村•十代の孫ゼ賜中務大輔源則賴より八世1:して.筑後國久留米城主甙拾壹揭石な 

IT a 

*D 

藤田氏は.初め本 m 彥太夫定贤と云ひ卓保十九年?七 YI 三十五年)九 il 十六 U 、 武藏國 
男衾郡本 m 村に生る0父は里正|:1て，本田親大と云ひ、其第五哭な\奇童にして， 
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安永八年¥七 n 七十九年) {: は藤 3 贞資 氏、 精耍算法三卷を世に公に す。 此書出て我 
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®_ 四乳な'出て出羽阈新莊城 主， 戶深上總介02 rIi 田定之の養子となる，幼少ょ 
b 數平を好み■山路氏を &li とす"山路氏薦めて•從二位安仍朗 til 土御 g ： 泰邦卿に隨て • 
天文 { I 1 M を修めしむ。衩 M 四年(千七 VI 五十四年)改 MSM 小戍：兀料)の際，司天臺の M 
吏となりて此辦に從ふ • 勸務五年 m 病を以て辭して rll 隱す。後久创米候の召に應 
し*候1:仕ふ.主として數學の師範役た\久留米候、典氓戬田光文及をして‘拾機算，法 
五卷を著述せしひ、明和六年；千七 ri 六十九年)世に公にす。此畜は tiM 流の算法に部門 
を分ち，點欲、自約ボ約、前符、針子、交苘«術，變敝，容術、分果ぱ趁，球興逐索、變式、作式、極數，整 
數 、堆積， 招差.求 M 等、 關夫子退 IW 中の優秀なる求を編 凝し， 始て關流0秘を公にしたる 
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_の數學を 一 錢せ b 此讲以前は败箅繁雜にして，問题答解の文重钹し¥尜の煩を 
招け \ 藤 m 氏•能{算法の文意を改めた \ 

玆 U 我國數學 0 一 M 進步を爲したる ^ 戰を述ん i す0余は數學の進步に對 し Jib 一 
事を諸群に吿るは.煨も數學歷史上の偷快とす~ 

當時，江戸に何 HI 安明なる漭あ\通稱を算左衞門字は+只自在と號す1延享四年パ千 
七¥1四十四年)出羽國村山邵關釋村に生る U 初め鈴木彥助安旦と云ふ。岡崎安之(中 
西流}に就て數學を硏究し、後ち本多利明に從事す i 故ありて破 n せられ.是ょ b 自立 
して、最上流と號し时下を魂く* II 戶本所表町 i : 住居す。刚流の點 m 法を改め，書法 
を M 1: して、天注法と名付け•一家を建ん i し、精要算法中の問 M を#義して、改精算法 
を茶す，天明五年?- 七 VI 八十 2£ 年)な之れょり藤田氏 0 門下、大に曾田氏を難す。 
殊に神谷定 分は、 嚮に矜田氏の依賴に應し岗人を我師藤111氏に照矜 し、 門人たらん事 
を乞はしむ。藤田氏#田が愛 S に揭けたる問題中■四千二 rl 位を進む AK ふを難 
じ •正に改むべきを忠齿す，安明聞かす，終に改精算法を世に公(: す。 之れ數學上論戰 
の 端緖たり。妓に祌谷定令 U 改精算法正論を^し•改精算法を P す•(世1:公にせすし 
て寫本にて傅ふ r ITIl して#改精算法を著 t 天明六年；千七百八十六 年 r 科田 安明は、 同 












年改精算法改正論及び、天明八年(千七 1^1 八十八年)解惑算法を著变此時に當數學 
© 我國に發速するや著しくして、 M 流の徒、全國の神社佛閣に客心したる自問0答の 
算額を祸げ‘爲に社寺の額堂 if 新に算题を以て競爭の圾 i なれん 藤田氏は典 男嘉 
言氏をして、門下の額題を輯めて神壁筇法二卷を公に せしむ0 寬政元年?七 W 八十 
九年乏に附する* : 解惑辯誤を以て解惑算法に答ふ。貪 HI 氏亦た寬政七年(千七百九 
十五年)算法廓如を著す* '.1 寬政十 I 年(千七百九十九年}神谷氏亦た撥亂算法を著す。 

同十三年{千八. W 1年裔田氏算法非撥亂を著す，谷世に公にして玆に關流“上流の 
交戰十六年一千七 W A 十六年乃至千八 yi 一年 r 此問崢赉锻 出して、數學の精密 t : 至る 事、 
依々^んな - csi す 

敁後に.神谷氏，福成算法を著し it 戰を宣吿す。 ^田 氏は•之に答へて掃淸算法を 著し、 
惡辭を極む、(此二普は世に公にせす f ^ li ^ 妓に於て論戰の成敗を極む U 當時浪花に 
坂正永なる者あり II 精評詮の著あ上窠本にて傅ふ\ 

論窬計十二部余の所藏せし所の普は東京帝國大學にあ萬本三部の內福成算法 
a 神谷氏の d 迸掃溃算法は ft 田氏自書の寫本な\ 

此年問 }: 於て、 藤 [ n 氏の撰1:係る^は、改正天元指南五 flf } 寬政四 年， ?七 T 1 九十二 年 
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B 言氏の編輯たる紿祌壁算法壹册文化三年(千八 n 六年 r 再訂算法壹册寬政五雯千七 
百九十三年) 等な b 。 . 

會 3 氏の著述は，當世 M 劫記壺册天明四年(千七百八十四年 r 算法古今 Met 五册寬政七 
年 T 七；=九十五年} Jtr 補當世糂劫記壹贈文化十四年(千八' ri 十七年)，天生法指南五腓文 
化七年(千八 fl 十年)等な k 其他編軿して世に公にせざる考年首精算、天生法被 M 術 
等六' fl 卷の大册あ by <此遵は故ありて古川氏の藏祺 i な b し t :、 BJ ] 治維新の際古川 
氏駿河に移轉せらる、爲め.或る喪雖の手に渡 b し故、佘學友天野榮親1:謀 b . 悉く購 
求し天野の住宅淺草花川戶1:所藏せしに、囘錄の爲め世に無きものとなれ^其殘 
册は多少東京帝國大學に在り}。 

藤 El 1 ! 資氏は通稱椭平、宇子！ r 雄 III と陇す j 衔恥侯に仕ふる事、四十年•病に依て致仕 
し，自から退道散人 t 號す-家#を男嘉言氏に讓る。嘉言，通稱を門彌 i 云ひ、字は子 
彰，他川と號す•父の志を繼ぎ1久留米藩の#增師たむ。貞資氏は文化四®千八： c 七 
年)八 n 六=卒す、歳七拾四(四界 ： El 南寺町西應寺に葬る)•典 raA の有力なる者は、神谷 
定令 MS 方弘，中 ra 商览，久菸村方 5 T 西衬政111•細川賴_淸水道香/\木質、橘田元克餐野 
元徤、九山支良■佐藤资 1 ; 1 、林自弘、小林高辰、堀[ 0 衆尹、水野喜民_早川高箏_小野榮 31 野崎國 















鄕■山本時葱•石田值•堀田光長等な： \ 

曾11:1安明は文化十四年(千八 rl 十七年)十 H 二十六 H 卒す、歲七拾茸{本所臨番場町 oil 
現寺(:葬る)^其1:人|:冇力なる:«は，渡邊一、市湘惟錢市砰茂喬、九田正通‘和田富且，石 
川惟 r 宮寺!バ齋藤包视、町[11正記，悔^莪武、莊司久成^113胤昌，材井宗^中川正輝、岛 
ra 泰寫.齋藤尚中、佐久問正河宮木正武 ftm 安毀_咎田安 m 等な b •余安明の m を11に 
せんと欲し•之れを舊友に正し，慶應三年、府下本所林町御船蔵の附近 (; 其木像を見た 
纥{今導るも S 手褂りなし/氏は强通勉學，中年ょ b 老後に至るまで.數理を友とし 
机を放れ t •外出する事稀なりと云七末年步行不 0 ti 1" u なりたるも'常に座して學 
に從せしと云七我國數學界の進歩に-預かりて力ある事、亦た諸君に吿るを^ 
然れども氏が自得の法とては、公にす v き艰なし。關流の法を得て*之れを馈張せし 
に外な & T 故に氏の後^大凡そ關流に歸せしは、自然數现の當を得12る漭なり • 

山路主住氏の傅は1後"天文料算に删して、之を述るとし磐く玆に略す D 
山路氏の門下に，傑出の學若多き中に’ at 正統を受けたるは，安岛 ifi : M 氏な\通稱を 
龙藏と云ひ#は 伯规 •南山と號 す， 出羽園新庄の藩士な 始め 業を入江十太夫 1: 受 
け，後山路氏に從缵す U 氏は II 流中典の硕學にして、刚夫子以降の難問を解し■整數術 
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の台在を發明し.且つ圆理豁術の根元を起し£靈綴術を fit に公にす.然れども出版し 
たる^なし V 故に後學满©爲めに如何なる力あるやは疑問たる可し"故(:氏 W 關施 
正統として，爾來大ひに本朝數學の頭角を出したる事を說明するは-斯學の爲 め大に 
誇る所とす享保十八年(千七 rl 三十三年)江戸に生れ■幼ょ6算法を好み、勉墦夜を以 
て" U 繼ぎせ蓝奥を極む d 方圓に№1する容題は，詳かに其順序を逐ふて.線上累圓術、 
圓內梁圆術の定法を按し.整數術は環 By 無%奇等の著あり。綴術の用法を定め、乘除 
率を作之に依て步術を明か(:し、 g 理袭の起源を作して i ] 夫子の11周法、或は割圓 
法を簡明に理解し.大凡そ氏に依て•回理の大體を定めた k 關流の歡 U 行はれたる 
は， K の力の紙大に依る i 云ふも，決して不可なし-此時に當て關 * M 上流の學戰は， 
我國數臀0一大進步を促がせしと雖とも*安島氏は之れに11せすして*大に學力を養 
ふに勉め 3 C 門下亦た之れ1:從ふ，故に他門の M 依を受けたる事尠から t 

玆に挾んで述度ことあ^^山路氏の門に栗 ra 安氏なる漭あ^此円下に古川氏 
淸氏と云は，通稱を吉之助と云ひ，後從五位下山城守に任す、慕府の勘定奉行たれ。 
又た中面流、關川美鄕に師事す'家を起し至誠锊化流と云 ふ•氏は 實際安岛氏 の 
助力に依て發逯せ云ふ。衩胛八重千七 yl 五十八年)江0に生れ，文化三年甲八 















百六年)六 c 十一 nat 歲六十三な乂男を古川識、通稱を新之丞字は M 章，芳春と 
號す.父の志を嗣ぎ、門下を敎遵す•學徒最も多し。天保八年{千八西三十七年}六月二 
十一 U 歿す、歲五拾*:謙の男を又山と云ひ、通稱武吳衛•父 M の業を KI 1 て鉍學道場 
を門人に SI け代敎甘しむ。其子孝太郞畏する i : 及んで門人を敎導す.余が學友に 
して共 I :數理を M せ\ 明治維新の際，駿河國靜岡に轉住し、余と同し、明治二年 
ょり、靜岡藩學校に敎鞭を収れり。後ち凹と改む。古川氏は父祖四代，0幕府中の 
笕學家として、 Bfs の多くは古州氏の門に入て算則數卷の敎へを受けた k 是は 
言の序 f : 至誠赞化流の傅統を述るのみ。此流は關流と M なる事なし M 亦た氏淸 
氏の p f i に•伊勢國桑名城主松平下總守忠和朝 fs ぁ^^ 侯は紀伊中納言宗將卿の九 
男[:して T 總守忠功候の養子となる.幼名を松平唯之進と稱し、與ら數學を好みて、 
硏究せらる」安_氏 rtil figt : 應答し鉸を 奉す。 侯の桑名に移らる、や'藩 候の 
命に依1數崢に志す渚多し當畤古川氏は， B 吏として要路に在\故1:一藩氏に 
師事すと云ふ後ち武藏國忍に移らる、も•藩校には數學の科ありて，代々の古川 
氏1:師事せ"^ 亦氏淸氏の si 弟を久保寺院：牛 I 川山獮一右衞門 if 算籍西餘卷を 
編成す，(余が藏帝 # r なりしも現今東京帝國大學書籍館にあ，^當時大に數學の馈張 
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を謀りて力あ-^ 

亦大阪に坂正永氏あ k 通稱を新藏と云ひ，败理に逐す。安嶋氏大阪 U 在勤するや、 
氏と交 b 淺からすと云七天明元年算法學海二卷を著す • 

安： 3 氏 II 本朝數舉 {: 熱心盡 力し， 加るに非凡の才を以 て •天元統術 ，圆 理豁術の考路を 
一變 し、 年來の敷算を改められ.繁を去 b 簡に入るの敎へに從 ひ， 怡々學漭を出せ久 
宽政十二年 T 八： C 年}四パ七 n 歿す歲六十八な k 

此時に在りて，中根氏の後學今井兼庭，通 M を勘藏，办城と號す此門に本多利岬通稱 
を三郞右衞門，號を牧鈍或は北夷 i 號すぱ戶音羽に住す•人呼で昔羽先生と云ふ • 數 
學を以て n 戶を立て，門人最も多し。和蘭の學を修め‘西洋の事怙に通じ，航海の學に 
長す•(本傅は本 n 狩野 S の御講演に依る y 北門人中 ia も存力なる tr 村田光隆、通稱 
佐十郎字は不耀、如拙と號す • 烺上常矩 M 稱德內‘西起喜宣通稱岡右衞 H 永井正峯通 
稱右仲、本多芳信通稱政七.横田小十郞巧高弟 i しては坂部廣肿通稱历左衞門’中嶽と 
號す遂府の士にして文化七年(千八' rl 十年)算法點 m 指南錄拾五卷を箸す•首三卷は為 
ょ b 難に及ぶ ㈣ M を輯錄し访四卷ょ b 之を說 m せ^此書出て點竄に入るもの U 
に倍々進みた卜と云ふ。又文化十！二年(千八行十六年)簡易なる航海書を著し名づ< 










るに算法海路安心錄と云ふ氏は安島氏に就ても從學せ\ 文政七年(千八西二十 
四年)八月二十四：！：歿す。次に m 場正！！ rM 稱を金之丞、字を I 鄕1 s 湖と號 t 文政十 
三年?八 F 1 三十年囊刹 M 榀览法 ( I 名銶法奇賞 ) 二卷を著す。其男正統通稱小太叫錦 
江と號す*之を世 {: 公にす-正待氏は慕 tst : して初め下 ¥ fmH 光1:職を奉し、後ち江 
111に出づ。天保十四茔千八 W 四十三年闹九月十一 U 残す。正統氏は父の敎を嗣き， 
亦 H 下- 31 :人多し、萬延元年{千八 n 六十年)七月二十七 H 歿す此門下に耑 m 好算•高久 
守靜、飯河芥舟等の ii 笕の士あり各余の學友として.本朝數學最末の嘆を同ふせし 
人な\ • 

關流五傅として•正統を安島氏ょり授けたるは吖下誠通稱を it 八郞学は敬 ffl 五瀬と 
號す'初め鈴木誠政と云ひ，明和元年：千七 W 六十四年)上總國に生る。初め業を 本多 
利 IP 1 氏に 受け、 後安岛氏に從甩 す。 性贸磊落にして，低事を顧みす。數學の馈张を謀 
b 始め、 都下 麻布：： ：ヶ窪 町に住居を卜し赛法指南の•標札を揭、第一に入門 ^ f : る 
は •長谷川寬、通稱12左衞門と云 ひ ■西蹯と號 す、未だ 中年に至らざる も •極めて熱心な 
り. 其職は 315 治なる も， 志は數學を以て立身す る 事を期し #: 勵したる の功， 終に都下 
中橋に數學道場を S •て， 數瓚を指南す*門 1: 集る ^ 多 <、算法 新書五卷を出版して、 大 
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に淇名を知られた\後ち筇法地方大成を著し.间1:大家ょ6流則を破办しを資ら 
れ， 終に關流破門の不幸に m 入れ k 然れ共二代長谷川善左衞門は尙養 父の業を 嗣 
げ t 西磘は天保九年(千八?1三十八年)十一月二 n 残す、歲五十七，長谷川寬 {; 次で、 
溝 U 肪信通稱を佐兵衞と云ふ|£府の士な\此二 名は U 下門下の先 M な b しも•數 
學上の力微にして.同門下に有力の士多き 故に， 尊敬を受けざ. es し。 H 下門下の學者 
としては、白石 fi 忠 M 稱八藏字は世彥.縦®と號す*淸水家に仕ふ 社 盟算辦溫知算 興 
算法雜姐.點愆初學抄の如きは氏の力に依れり0是等の普中に於て ii ofl を改めて韬 
圓と稱せり•之れ氏に依て起る者な k 文久二年 ? 八 ！ , J 六十 一 年一七 パ 三 M 歿す、歲六 
十七な\ 

御粥安本通稱猪之 助、 M 後甚八と云ひ■字は君修、太液或は箸 mi 號す，尾張 侯に 仕へ 
江戶定府なりし V 後隱遁して四谷伊贺町に住し.算法を指南す•算法淺問抄は.方11 
容術の要義な k 文久二年二月四"残す、歲六十九な\ 

和 UJ 寧、通稱 By 象 W 山と號す‘始め播摩國三：！ ij の領主淼侯に仕へ、 香 山直 五郎政明 
i 稱す.故あ b て浪人し、後三緣山增上寺に仕ふ。安嗚氏の遊稿を 燐 張し.圆理豁術の 
問題を X 夫し， [ fit ■表を起 t ™ 當時同 S ： の學诉は、安岛氏0逍稿に依て，圓理考究に餘 















念なき胳時た\ 和 ra 氏は諸氏1:先ちて.此 I ' ll の諸！！：題を學者に示せ\ 術の精* 1 
は、後來の嗲漭に依\利斷せ&れしも當時關門の學^殊に2:下門下1:其人乏しから 
中して、文政、天保は® f (: 我國の數學の革新た h しな.^和田氏は天保十一年?八百 
四十年)九月十八 U 残す- / 

大原利明 M 稱を 勝右衞門と云ふ、初め彥兵衞、理正と云ひ#田安明に從學し.其力同 m 
中衆に勝れし故に.安151己れの卷子とし脅田算右衞門と稱す.後ち：：：下氏に依て•關 
流に歸 し本姓に 復すと 云ふ9算法 點竄指南 三 卷を著文武藏國足立郡梅田村に住 
す•文政八 年(千 八 rl 二十五年) 五 n 四 U 歿す4 

小出兼政稱を S 十郞と云ひ、字循喜、初め宮城大學と稱し.宮城流，恒川德高に學ぶ.後 
n 下 R に從平す‘阿波の藩士な t 座應元年(千八百六十五年)八;1十七 H 歿す，歲六 
十九な k 余の^友福田理軒， U 和佐 a 平 P -1 部有淸の諸氏は小出氏の円下にして_氏 
の逸話を其にし後 H 撰む所®本朝數學の歷史に記すベし i 
不破! ft 溫，通稱右 [ 1! j 勢州桑名の藩士にして名ぁ栗田宣 ic 通稱彥之進，幕臣にしで 
江戶に住す，小衆則之、通稱六郎兵衞.淸水家に仕ふ•栗山德 r 通稱庄兵衞、信州上田 
藩士 Jit ' 他當時 H 下門の學耦少なからず、#々一機軸を出し#社佛閣に新撰の問答を 
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栽せたる算額を揭げ溢漭を待ち大に數理の傾張を謀れ t 再言す i-l ば、 交化文政よ 
り天保の度は、 H 下氏に因て數學發 iil の時たり此時に當て，本朝數平は[#1流に M し 
たる もの ゞ 如し 

n 下氏は門下多くして各々其得たる所の術路を公にして ifc に鈿られたるも.自から 
は 一 著述をも公にしたるものなし y 唯先師安岛氏の逍稿中，其效用多き問題を is め、 
不朽算法と M し上下二卷とし、之を世に公 i : せんと欲し、長谷川寬に校訂せしめしも* 
上木する? H を得^して止む(余數平酋社雜誌に記載せ br 天保十年六月三 H 歿す. 
歲七十六 • 

U 下氏よ b 傅統を受けたるは內田五觀氏な k 初め名を恭 i 云ひ，後ち齟と改め M 
稱を彌太郎と云ひ•字 ii 思敬. M 喪 i 號す。文化二年(千八 TI 五十年 H 月江戶に生る.慕 
府の家人たり*氏は幼よ b 數學に志しゴ下氏に從て勉學し^ら高野長英氏に就て 
和 M の窬を箏び^®の長^を硏究す_ U 下氏の門に入りしは、文化十二年にして、歲 
僅に十 I にして I を聞き十を知るの才ありて、同門小 i : 頭角を顯はす，衆命董とし一 
步を讓る d 文政五年(千八 VI 二十二年)正 n 十八歲にして •：：： 下氏は正統を內田氏 1 : 授 
け•我 H 弟を悉く附瞄せしむ d 當時氏 よ b 先輩た る 長谷川、溝口.和 H 、 白石、御 粥、 其他數 












名の門下も，異論な く 氏の力に伏せり と 云 ふ•愈なる かな’典著す所の古今算鑑を 始 
として， 門人亦 M 多の編* \ e [ J ち志!? f 細鄕は豁機算法(天保八年 r 細持章行は探頤算法 
{天保十一年 r 藤岡宵^は算法圆理通弘化二年)，竹內修敬は算法圖现括發嘉永二年 f 桑本 
正明は算法尖 S 11 豁 I 安政二年)等を世に 公 !: して 氏に 因て 大に關流の數现を馈張し. 
最近の進歩を示せ\ 

氏は天保十年(千八百三十九年} JE 月相豆房總四简國要地巡察幷に測 M 0 m 命を受け、 
奥村淸和と供に江川氏の手 t : M したむ。其後嘉永元年¥八百四十八年)四 U 相模國 
浦 fi 詰，而作砲術取迚#に海焯切所測 s :^ び與船渡來の節、蒐端取扱致すべき S 1 を命 
せらる y 安政三玺千 八 百五十六年) 十一 B 大 H 本總國 fli 軍制改正調を命せらる•後 
隧遁して 府下 麻布に往し、！：弟を導、維新の後，明治三年六月二日大學出仕、 天文 M 
道御用掛中付られ、官祿五十石下賜同年八月二十五0、展學局取締#務_付られ_ 
官祿六十七石下賜。同四年七：二十七 U , 任大助敎 文部省 出仕を命せられ。同年八 
月二十二 N 八等出仕中付られ，同年十月七 U 天文局料務申付らる j 明治五年文部卿 
の命に依 k 大陰 M を改めて，大陽时と成す事に從皐す。此間僅かにして m 治五年十 
二 W 三 n を以て，明治六年 I B 一 ni 改妍气右改料盡力に依て金贰拾兩を賜ふ。 
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明治七年二： ^ 四口•天文局廢止せられしに付•編書課勤務 l [ I 製歷 « 務之事 _ 同年十 n 
三十一：：:報與課勸務となる at 後內務省に轉じ-病を以て職を辭し、明治十二年三 H 二 
十八日東京學土符々锊に撰ま n 明治十五年三：^二十九日病死す.歲七十 A 
以上關流 及び 自他®學潢に就て，我國闶有の數學の進步せし槪略を述るの時期を得 
たるは、 is 平無識なる不 i l r 朝鄰の光榮とする處なり，‘适よれ降て•余が硏究に對し其 
年間 u 】 w 本朝數學をして，學術上に光輝を放さしめたる事實を語らん-先づ佘が 
學に從事したるより始めん。余は七歲 (: して初めて珠算を學び，八算見一より相 41 
割、差分、方5 T 盈肭.開平 ㈣ 立等の順を逐て、天元術に至れ\當時士は珠算を手にする 
を快し I せず、 M て以て商 r 4 の技とせり。身武門に在る茗算術に志せば，同僚の忌む 
處とな 5* 交際を絕つに至る-故に余は陰かに数學を硏究するは.夜問燈火を友とす 
るのみ—始め業を村瀨孝養氏1稱彌八孝亭士號す•御粥安本氏の門人 tr 平 A 安政 
六年 T 八 i r l 五十九年)氏職務の爲め•其門人を余に% I 1 L •余をして其師御粥氏に從學 
を媒介文附後御粥氏(:就て天元統術を硏究し•文久二年氏の歿後、内 m 氏 i : 就て圆 
理豁術を硏究し'兩師の淺からざる敎示に依て關流正統を胃すに至れり。亦此間白 
石長忠一 T 場正統^田好算•法導寺#•高久守簡裁 M 信芳_飯河 ar 舟、大村一秀.福田 IH 軒，柳 











肭悅、高櫥卯•中村義方•纫持章 rr 等の諸氏と交通し-其敎を受け、或は a 論 n 沫を飛せし 
唞も少なからざ卜し U 此諸氏は各一家を成し，本朝數學家として u , t/>l 永、安政より萬 
延'文氕(:至る|£末に際しに M 流の大家たり•就中法導寺 II は我同円にして M 奇 
人たり。我國内の數學家£稱するも©•法導寺の名を知らざれば、數學潢として立つ 
能 (i ざるの感あ b しなぅ4 . 

氏は文政三年(干八 H 二十年-安義 MS 田 郡廣 £v 鍛治屋町に生れ、父は法導寺 市 左 rr 門 
と 云 ふ緞冶職な k 氏は 其二男にして•幼にして數學を好み，廣岛藩士梅園某に學び * 
弘化 年間江戶に來\內田氏の熟 S となむて硏究 す後ち辭 して諸國を 遍歷 t 先 
•つ 九州 C 渡りが前より 肥後に 至る ■後長崎に寄 M す y 門人加悦傅一郞 をして、 算法圓 
理括囊 を S 永五年 m 版せしむ4 其後去て 41 : 陸、 ) K 山 二道に 遊歷し •各藩の城下に止\ 
屈る m 何れも二三 ヶ月、 M きも 一年に過ぎ f して去る •然れ其門人に對し、數學を進 
步せ しむる m に妙を得た \ 氏 ii 恒に一册の迸をも所持せす ゼ 得意 i する 所 li 囬 
理な6 何れの地に至る も，數學を 敎授する漭を 訪鹊して '言の下に 伏さしめ.夫よ 
b 其人の足らざる所を敎授 し， M 理袈の如きは；順序に U 授して作らしめしと云ふ. 

居石事數月なるも敎へて倦ひ事なし y 故に何地に於ても-敎へを乞ネ漭多し4而し 
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て偶々長く足を止めん I 欲し-藩候に推舉せんと欲すれば*其地を退く寧常なり。氏 
は酒を好み¥常 M 氣を離る、 m 無きを善 i し. a て金餞に服をかけ酒6れば長 
<足を止む4文久三年江戶に來\余の草堪を訪ひ，內田氏に同行を求む.之れ永<他 
鄕に在て師に面會致し難き1:山れ〜之れょれ輕らく江戶に止ら，©々余の宅に宿 
泊す-邋應三年の末0;戸を發し*越後地方に赴くとて別れた k 然るに翌四年二月 
古鄕廣島に歸\明治維新に際し—本藩學校に數舉敎授の椎舉あ b しも•不幸にして同 
年九月十六 a 病死す、 歲四 十九一廣岛 - Ttl 西 寺町園他寺に葬る) • 

岩田好算氏は通稱與平 t 云ひ. B 府の士，司天官漉川氏の主事た k 數學を馬場正統 
氏に學び、 ii 算の譽あ\殊に回理;:通 t 氏は中年ょ b 中風症にして.筆を持つ寧不 
辨なる故•其著書なし • 然れ其自問自答の新題は甚多し。殊に橢圓は氏の得意とす 
る所にして.二線を以て椭圆を挾み _ M * 乙丙丁四 [ H 1 を容る、如き問題に至ては_氏の草 
稿五十二葉は、全く順序を迷て解し、助術を用ひざるに依る*氏は ail 埋の間題と雖 i 
も， 表を用ひすして解せし故 Lf 初學漭には理解し易しと雖ど も， 學洛常に難する所な 
6. 余は氏と親善なる故•時々氏の依®を受け、代寫せし寧あ k 爲に大に氏の學風を 
知るを得たり。明治十一年七月歿す歲六十七 
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高久守靜氏は M 稱鎌次郞 i 云 ひ、 字子秀 It 齋 i 號す埒場正統氏 ® 門にして、兼て漢 
學の力あり亦能笨な \ Brxi 隱岐氏に#はれ.後高久氏の嗣とな'若冠 1: して私塾 
を四谷忍町に開き！：人夥多な b •數理は容題に力あ-^加るに極數{微分學)に精神を 
用^本朝數學溝に未だ杏及せざる二次或は三次以上の極數に係る tnj 題を撰出して 
一卷❾离 とす， 之を名けて極數大成術(余 JE 稿を補 ひ， 時在れば世に公1:せん itT 云 
七然れども氏は ife 人との交際甚だ粗にして.氏と交れしは飯河芥舟.鈴木圓及び余 
の三名のみ_維新後策京市の小舉校設立1:際し訓導とな6■數學敎科書を編輯し_ 
吉井小學校の訓導た\後ち辭して老を數噃妍究に養ふ•明治十六年六月十日残 
す，歲六十三(氏の逸話は數學報知第三號ょ b 迚綾して揭載せり f 
is 持章行氏は，通稱を要 七と 云ふ、字成紀_豫山 i 號す 0 上野國吾妻 IJT 上澤渡村の 人， 幼 
にして數學を好み、初め小野榮靈に從學し.長するに及びて江戶に出て內田氏(:從學 
す-著す所の迸多し探蹤算法の 外、 算法開迤五卷(嘉永元年 rs 地 oil 起方成二卷 1 永 
六年)，同後編一卷(安政二年)'算法利足全离二卷(安政四年)、算法約術新編三卷(文久二年)等 
な\氏は大凡常總の問に在て數學を敎授せ\故に其門人は多<兩總常陸に在 k 
明治六年六 B 十 H 下總國香取郡鏑木村に於て病死す歲七十六。 
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大衬一秀氏は、通稱を金作と云ひ_江戶芝_^町に[1{ す。 初め m を細井事雄に受 W , 後 
ち秋 [II 十七 m の門に 入る、 容題に X みな〜明治維新の後 T 部15に 出仕し， 後ち海軍 
水路部 U 在職す。 班京數_侉社削立には、同伢社雑誌編轉を擔任す。明治二十四年 
一月二十：：：歿す歲六十八。 

福 tnJTI 軒氏、名は舉顺天堂と E す、美濃の人’兄復 I :學ぶ後小出循喜氏を師とす諸 
國を遊 M し，後も大阪術本町四 TEt : 私熟を開き、數璆を敎授す。余は文久三年上京 
の際试に面したる以來交 M 淺からすして m に數理を論究せり*明治維新の後束京 
に移 1 神 In EK 中猿樂町に铯 4 rl を建て，專ら和洋 M 侖の數舉を敎授す4男年氏之を助 
く，著す所の^順天堂算譜贰卷(弘化四年)典他作算の手引迸多し■氏も東京數淨宵 
社削立に對して a ， 大 U 力を避された\ 明治二十二年三月十九=大飯に於て残す 
歲七十五 • ...：.： 
柳 m 悅氏は、通稱を方次郞と云ひ•伊勢國安濃郡沭の人(:して，藤堂侯1:仕ふ「同藩± 
村 rn tri 光に學ぶ、後砭蝻 に 至り航海術を瞄人に受け•明治維新後泥 5K 古 1: 出仕し*路 
部を創立す • 海取少將に 進み、 元老院議官と成 b 後^族院議員と成る.衆京數學钤 
砒設立發起教 0 1人な$。明治；二十四年一::::十五"卒去す歲六十。 





















中#袭方氏，通稱を幸助と云ひ，跡々と號す，111賜國出石の藩士にして業を白石氏に 
受け、寶 Iff の±た\余は元治、廢應年問本朝數學史0編凝を必要とし*同志の學潘を 
uf む•氏は大 U 赞成せられ、其初志を W かん^を期し^應元年三 B 三：：：，牛込淨輪寺 
なる關夫子の m 前に於て氏及び天鄄榮親余と三名、桃花の下に義兄弟の約を成せ k 
爾來氏との交ゎ淺からざりしも•明治維新の後ち# M 所を興にし.其職の繁雜なるに 
隨ひ、志を iit る事を扔ざり き •氏は私熟を芝區西久保に fl £ け、 専ら數學敎授を任と 
せし故に、余の出京す るや， 交際は倍々親善たり。白石氏門人多しと雖ども、其遺#は 
悉く 中 村氏に讓らる明治十六年 PJ 人を授業の間、珠算學びの衣と 題す る一雜誌を 
發行せらる{第一編ょり第拾褊(:至る/亦た數學何社传員として，同社の事務に從事 
せられたり' 後ち沿代阈安積邵大槻材 {: 居住す。明治二十六 年 三 ii 三 H 歿す a 七 
十(同村 II 泉寺(:葬る r 

天野榮親氏'通稱を文次郎と云ひ，府下淺草花川戶町の商な 6。 幼ょり數學を好み.長 
谷川弘を師とす i 其、足らざるを補はんとし■文久二年余の筚屋に來 b 敎を乞ふ-•爾 
來硏究怠 f : らすして#ら弟子を導き，布力なる門人を出せ\ 後ち內田氏に推堞し. 
倍々其力を增した6、明治十四年八！！：：十一 n 政す歲四十ーゾ . 
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高橋葙泰氏は通稱卯之助，後ち卯と云七下總_佐倉の藩士にして，余が同門た 
氏英敏數理に X にして、我同門中の偉人た\内田氏 M 局に主任た6や、氏を舉げて 
頒將編凝の業 U 從事せしひ。爾來變遷し M 局縮少の域に至るも’氏は意とせすして 
現今の天文祭に奉職せり。明治三十五年！ H 二十六 n 病死す歲七十9 
飯河芥舟氏は.通稱を權五郞と云ひ W 名成信•天保九年八：！：：二十 H 四谷角笛；現今®多 
摩郡淀橋町)に生る。谘敍旗下の士たり，邸は古釘證堂氏の姉な\幼にして數學を 
好み. Ati 場正統氏の門に入6硏究し，梅場氏歿後_高久守靜氏を師 i し，勉學夜を以て H 
に繼親族以て狂とし.之を凍 k 然れども氏は之を度外視し.依々硏究怠たらざ 
れば、一時謹愼の MU 逢へ bi 云ふ • 明治維新の際、駿河國靜岡に移り，明治七年東京 
に M り、大藏省に出仕し•後ち病を以て職を辭し.武藏國入間郡上谷ヶ H 衬に移.^學校 
を設け兒 -1 敎育に從事せらる。氏の數理に於ける精密(:して、殊に整數術に妙を得 
たぅ • a 鮝敎育0傍らポ形を以て分數を 作る， 名けて算法 X 見立分數と云ふ•余氏 
の爲に之れを小册子に上せパム1:せし事あ b ■明治二十一年八月三十； H 病死す歲 
五十て 

萩原信芳氏は、通稱を M 助と云ひ_字德鄕，湖山と MtY 上野國勢多郡南橘村大宇關极 











〇人な b •幼にして父を C ひ mm に從事し > k ずる1:及んで數學に志し、齋藤宣義氏 
に■ぶ • 宣義通稱を長次郎と云ひ、逐莽と號す。上野國群 m 郡板井村の人、業を父齋 
藤宣長に受く*宣设通稱を四方吉と云ひ、字子^旭山と號す*坂部氏に師事して宗 
統を受けた\ 上 yf 國に於て多<の隞學漭を出したる tr 蓋し小野•齋藤二氏の力 {: 
據れ b •就中宣義氏の門に於て.获原氏の如5傑出の力ぁるものは、實 U 我國數學界 
の名#とす。氏は} It 年にして家業の^師家を訪ふに行程四里脉，夜行して朝に至り 
師家を^き、策を終れば_直ちに M 6て家業を執れりと云ふ A 其熟心勉勵の結果、終に 
圓理の m 奥を極め•算法方 IHI 雙文久二年)を世に公 (:t 自問自答册五喁之に分つて 
原題、極題_作闕截題、及題_削題_穿題访網交題、張題、梭題、讫題^題、釣題、垂題_照題，遊題、轉題 
i す*次て算法圆瑰私論麼應二年)を著す。此時に當て氏は余の茅屋を訪はる、爾來 
交通し共に數理を談し、大に力を得たり U 後ち №1 理算要{明治十一 年¥著す や•余に 校 
訂出版の琳を依賴せ b 、 此軎以て本朝數學最終の著と稱す可きものなヴ•氏は倍々 
斯道に力を盡し.最後に我13學諸氏の力を遊したる著書に就て、誤 b を正し、未完の術 
路を改正し. S 管算法二卷を編す.嚮1;稿成 b •佘に校訂出版の事を JS 5 す。明治三十 
七年印刷に若手したるも今に 出版す る事を得す_逍慽少からす.然れ ども 後 H 同學 
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諸 ? 1 l slgsf : 供する 事となる V し' 此拽本翎數 ^ 界の進歩 1:圓し vili 後 © 出版 i 云 
ふべ し氏 li 文政十一 年 四月八：：： 出^ にして今年八拾歲 なるも壯健學に從事ゼ\ 
以上述ぶる所の諸氏は、余の學友 として 本朝數學に 力を 遊し.瓦(: 數理を 交換し最も 
本朝數學擴張の主意を同じぅ せ \是等諸氏は 转鬼雜 に入5 獨 b 萩 M 氏を殘すの 
み然れども此他余が同學にして，辱知を得た る現存の 諸氏 少しとせざれども玆1: 
貴名を述 y す， • • ,: . , 

木"述？ たる 所の諸氏は、本朝歎學の進步を世界に示 したる.有力なる 數學 溝た る事 
を妓 (: 晰言す るを！！：からざる；： K 今や我國は 西洋各 國 に對し .凡て0學理は老境 
に入れ b . 數现素ょり新進の學術 に異なりて•我 _固 有の 學とし 俞述の 如き 關夫子以 
來，學漭に 2 しからす唯國情 I r i 國を事 i し1廣く宇內の形勢を察せすして、 四 K の制 
度 ありて， 之を伸長すべき 士の之 U 務めざるに 依 り、世界 各國に後れしのみ.然れど 
も 亦た现今 0學^にして^ ぐ之を味ふ |1 、蓋し世界に骑るの時なしとも云ふべから 
す之れ不 fr 朝鄰が諸君に 對 して#留す るの切なるな \玆に我流祖蘭夫子二百 
年祭の常 H に際し，束京數學物 m 學昝は . 此講演矜を開設し，聽衆諸君が此の如く一堂 
|:滿々たる盛何に臨み.藤??怵士の御紹介に依て，諸君の辱知を得るは，佘の最も光榮 

























とする處，之れ 關流 正統を嗣きたるに外なら t 然れ ども 今や世の數學は全 < 1に 
歸 して， 我画固有 0 數學は•之 1: 加へて竝む なさV るべから t 斯道の學者に賴て ， If 
行を成す の 方法を flt るは、 余輩本靱數岑漭の货務 なる も、如何せん，余の如き老朽の 
位骰に在 りて， 志を達する能は ざる tf 殊に iaM とする 所な れれ ども■天幸ひに歲を假 
せば，五十年來志したる本朝数學史の榀簕の事業を 進め， 後來洋の東西に於て矢 B 本 
帝國が關夫子以來 ，答 國の數 M 考察力と如何に優劣あるやを考究して，世に公 1 : せん 
事は、余の赍任として成さんと欲する所な \ 之を以て算祖の靈に吿 け， 滿場諸君の 
费同を乞ひ、 m て卑言を謝す0 
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關孝和先生贈位に付て所感 it 同先也 
學業の大 W 

遠藤利貞君 


私は今般關孝和先生の御贈位に付ては、蔭ながら祈り居たる I 人であ b まし/2が. 

视1?の大なる，今般先生1:御贈位 W ありましたるが故に、聊か所威を述 Vi して後•先 
生の學龙のことを少し許れ述ぶる紐りです-之を述ぶる(:先ちて中し度きことが 
二つ*る。: Jt 一は私が M の功無き {: も關ら す， 功努洛の一人として■座 14 ょり御被蒸 
がありましたるは、恐縮の至 bu て，发に御 M を中します。又 j つは先年，大"本數學 
史を出版する1;付て•御配做を^りたる方々に對して•御禮を中述べ度きことです， 
此れは十三年 前、011 明治二十九年に出來た る^ にて、同喪の跋文にも述べて ® きまし 
た V 今般斯る際に、之を嗚 m するは常然のこと、思ひます' 天 n 本敝取史は浓京：：： 
本橋通 b 1丁1=凡海1:於て販约す、該逬を兑れば，關先生に御贈位ありたるの當然 
なることが能く分ると思ふ夫れ故1:此事は別 {: 巾？すに.^業の^様の大界を述 
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ぶる こと、 して ¥ 術乳物に就ては今囘は界します。 

凡そ大なる物は ^(: 小なる 物 ありて. 後 之を 知る， 非凡なる人は、他に 平凡なる 人が あ 
b て，後に分るので ある* 故に比較上の ことも'言せねばなるまいと思 七關先生 
は我が數學に於け る 偉人で ある' 然れ ども 當時 先生 以外の數^ 卽ち 邦人 一般の 數 
學の有桡を知らねば*其偉人たる ことが 分らぬ ^ fr から •一寸當時に於ける*我が數學 
0有様を述ぶベき箬ですが.是等は大日本數學史に出て あるから •客して蹬きます i 
併し fi ) 先往の學術と， 31 :以外の學術 とを 對照する の 他利を與ふ るが 爲に.左に數部の 
遒名を取げる。 

改筇記 格致算 普 凹方四卷記 算法童介抄 算法闕疑抄 
空一算舉軎 算法根源記 算 妞 算法詳解 股勾弦抄 
算法發蒙集 具應算法 算法天元樵談集 
此外澤山ある* 

是等の窗領は，關先生が年齡十五の時ょり六十一迄，四十七年間に於て著はされ fz 關 
派數學逬に M せざる著谨にして，其術類は珠算法 i 、 算 B 法である。中には天元術も 
雜6居る•今是等の迸を悉く見るは•容易0ことで無いから.其一,二.部 i : ても閱すれ 























ば、大抵當時の我が數學の有棧が分るであらラ•加之著济が非常に辛苦したること 
も知られる。其辛苦したる故にや，而白き問題もあるが，又馬鹿氣たる者も見える • 

其馬鹿^たる^と，思ふは善{ないことだ0此れは畢竟今 m ょりの考である*當時 
は、 是れも定めて面白き渚と思ひて設けたるのであらぅ* 槪して言へば.數理的の者 
が少 < して，勘定的の渚が多い0其_は先づ問題に就て言へば、線長の數も、平賴の數 
も •體 積©數も ，或は 四乘以上の 數も， ！向構はすに加減するのです 0乃ち線にても 面 
にても皆必らす數を以て當て篏るが故に，勢ひ勘定的の潘と爲る“之を約言すれば、 
Magnitude の思想が 無 かつた ことです' 然るを關先生は‘是等の中に介立して嵩原吉 
M の導き S : 從ひたる1:もせょ.天然に其業卓絕にして•一家の數學を發したるもので 
あ气當時は一家の數學として，之を圆外に出だすことが無き故(:，他の數學者は、少 
しも知らす1:居；： T 此 一家の數學が 大 {: 我が數學界を一變して. 遂に 日本數學と m 
つ V き^ i なつたのである“其|變とは何で*るか•是から tH す事とす - H 
今一寸中したる通'是迄の數學は勘定的な〇しが、關先生に至れて，此龆域を脱して 
數理的に爲5たるのであ今今冏は學術を述ぶる賴ゎで無いが^;證の爲|:其一を 
言はぅ。先づ勾股形に於ては•是迄は各邊を三，四•五として解きたる奢1:て.全く物指 
111孝 和 先生 贈位に 付て 所感 Ml 同 先生 學業の大畧 i 
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し的である；，斑 : fe :は，幸に違ひが無いから、先づ安心にあ 
る A >、^ し近數であるかと疑ぶときは.危き限りである* 
然るを此解法 {: 依らずして•具(:幾何學的で解きたるは、 
n 木古來關先生が始であることは、近易なる一例である 
.が、此解法は客して.他1;一例を示さんが爲に、截籠讀の解 
法を出しませぅ-但し截褪の 
秤類 U 甚だ多けれども、 愛に顯 
したる^は、十四而體1:て第一 

闘の如く、方形六而 iE 三角形八 
面を備へたる浞面體である* 

本解は此十四 II 體 Q 一邊を知 

なて’體 a を求むるの法である-是れは邊と•其方の對角 
線とを，底の二邊とし、邊の五倍を長？としたる矩形 SS を 
怍6て、本 m の三仿とした。故に MM の卷1:は I 邊の六乘 
稷を.五十倍したる漭は，積巾九倍として術を施してぁる 


11 



0抑 
\ 

/ 




岡 


,fi£ 


十/對雨缘 


i 


稽 


ul 

倍 


ナ 

V 


I 






























是れが我が先漭の施せる術の仕方である。 

右は幾何學的の一例である•他は之に准して，知らる、であらぅ•而して代數學购 
の^も、大に發迮して：！3 是は全く，點斑法の發明があ b たるが爲です-是から’學 
術の精類と，發明の大骶の In 序を中すこと、する' 

是迄、 U 本に行はれたる筇法は算，法 i 珠算法との二法である*而して天元術があ 
n ども、 是 H は矢張 b 算 3 法に て， 稍々高尙な る(: 過ぎない。其術に於て近易なる溝 
は•珠算にて行ハヶしき漭は算3を M ふるが m 例である。なせならば1算3法は幾 
乘法なる商次式でも'炫の法 {: て.除商或は開方根を得るが故であ兔倂し算 B 法 
はぜだ i £ 遠のものである0例へば二次式にて出來るものが、四次式と爲 bA 次式 i 
爲る等のことは珍しくない U 是等は常時關流以外の苻樣にて-人々惟むにも及ばな 
い，然るを關先生の法に依るときは祐だ鮪裼にして術理も_亦明なれば，甚だ愉快で 
あるノ斯 <進步したるも、俄かに成 bf : るものでない•多年にして漸く成りたる^ 
な n ども _秘藏したるが故1:、他方にては知らずに屈たる譯である*其進步の第一は* 
刪演段法0發明 U して、 第二は歸源整法の發明である. 

发に一寸中す必要がある。抑も演段の語は，古來用ゐられたるものにして、說き明 
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しの義である。例へば加減して得る茗もあれば、開方に依 b て得る渚もある。典 
加減する^開方に依るかを.解き明かすが.所謂演段である。決して關先生ょ^/演 
段と云ふ術語が起りたる譯では無い0後人の解義と謂ふことと同意である•此 
時先生®發明したる演段は.天元術を用ゐて'純の解法を發したる考卽ち天元演 
段法である D 夫 il 故* II 氏の演段法 i 謂ふべき者で t 
關演段法は算簿法なれども、便宜上筆記することもある。而して多數の算式を作れ 
て M 伏するものを見ることが出來る。故に當時は秘術として Ba 外に出すことを禁 
じた n ども•終(:禁じ切れす、數年 (: して算家一般の用ふる法と爲つた。併し初めの 
程は、大 M 秘したることは遂部賢弘の硏幾算法を見ても知られる，關演段法のこと 
は是れ丈け(:して ffi く， 

-• 

夫れから，關先生は此演段法の意を懷めて，遂に I 變し，算篛法の155域を脫して•悉く筆 
頭を以て數理を硏究し得る法を發明した U 卽ち歸除整法と名けるものは是である。 
愛に於て始て珠算 m ^' l 法の外に、筆算法が起り て， 我が數學界の一大機軸を發して， 
實に全 < 日本數學と IW ふことが出來ぢ此 M 除整法は、後に點竄法と改稱した、(松^ 
良弼が其主界內藤政樹の意に從ひて改稱したのです r 此點 m 0 義に就ては、四つ許 













b の說があれども他事1:涉るが故1:申さない•今歸源整法 is ふょりも_點竄法の 
方が、通用が宜いから*先生當時のことを申すなれ1も_其改稱に先ちて點竄法と謂ふ 
こ i \ t る 

點竄法のことは大 n 本數學史に出でてあるから*今は其學業の耍點丈けを申すこと 
とする•扨點跋法は筆算法にあるが故に•是迄になき所の解括法が隨意に出来るこ 
i 、'一次方程式の根を.算譜法に依らすして•筆算法にて得る等のことは、當時の學著 
をして威歎せしめたること1 T 而して二次式.三次式以上には、根數が二件、三件以上 
あるこ i が判然とした。 31 :他是迄 U 無き所の諸術の發明が甚だ多くして'々述ぶ 
るこ i が容易でないから，他：：：時を得て述ぶることに致す。 

愛に知り篮く v き要件がある•北は輓近の術語が、 關 先生當時ょ b 其儘に 傅 はれれ 
と 思 ふは、 大間逯ひで ある。 先生當時の術語 U 頗る細別であつ tr 又術語の變りた 
る ものが澤山 ある 又術語は rpl じきも，內 容の異 b tz る赉もある •又二術語合して 
一の 術語が消滅して他の術語のみ殘 りたる 著もある•夫れ 故に， 今時 先生當時の術 
語を以て區別 すれば，聞き馴れぬ* 多き のみならす、却 b て分ら難き者あらんを恐る 
る•故に更に大別して，約 術、 兩一術 、前 管術.整數術，招差 法， 角術•適# 法、 綴術，等と する， 是 
關孝和先生贈位 (:|付て 所威 W 同 先生學業の大 SI 三九 









___ 四。_ 

等*>點笟法に诏する諸術である-而して此八術以外|:坻する漭が、柿々あることを 
も•知り歡くべきことである、 

關先往は ift 外1:又 BB 理なる發明•かある•當畤軍に圆理とは云はすして BQ 理綴術と 
謂つ た 者です•此 M 理のことも，大 H 本數學史に讓むて茇に爯します。併し綴術0. 
語が紛はしいから.发に注意すること{1*敢て無用でもあるまい。昔し算學院の有6 
しとき 祐經 十 T'lt rr の 內に綴術がある•又先生と殆ん t 同時に不体綴術がある > 而し 
て愛に綴術及び011理組術 i ある‘糙かに/四ヶ所に綴術の二宇が見へるが故に，何人 
も一寸疑を起すであろぅと思 ふ。 抑も IJ 3 術の語は久しき ^ であ S 昔し支那にて 
劉宋の時代(:.祖沖之と云へる人が、始て發したる術 U して*圆周の近數を求むる莕で 
ある U "本にては.背し陪唐0制に做ひて、聲令を布かれたるが故に、綴術がある。併 
し綴術は六ヶしい济にて，行6手が無いと云ふことが、隋咨に見えて居る：隋ですら* 
卑や行り手*>無：/況んゃ典後 U 本 0 大寶前後に 15 術を行る人はない£思ふのみな 
らす、其窬も傅らない。故に1理綴術は正しく關先生が|11に發明したるものである 
とこは先漭の傅寄に於ても疑ふ所がな：/而して眾に組術とあるは，松永良弼が、圆 
J 1 に併記せ中して， m に綴術のみを分ちて.之を別傅中に®きたるの故である*又雄 
















部 if 弘^:綴術の名の如 HI : も奇異なるによ名は其術を意味するものとし'其文字 
に拘泥して、遂に IM ❼ [ Hi 周を求むるの術を發したる * . g ち不休綴術で ある1 
又關先生は Iff 學にも長じ■町見術 (.: も長じて居られた V 是等は數學の诸狻明に比す 
れば1別に論する値もない£思ふが故(:*是れも亦§ すこととする"您し て•何やら物 
足らぬ心地するが•看者乞ふ、之を諒せよ。 

以上の大耍は，關先生に至りて，我が算學界が’勘定 g より，數理的に進みたることにて. 
其由る所は點竄法•及び圓理の發明である*而して i ! im 法は大に備なたれども.11理 
に至6ては I 當時恰かも鳥類の雛の^なる^であつた^以降松永] i 弼•安岛侃圓.和田 
寧等の^傑才を經て‘大に成つたものである d 橄後益-進みて、益-數理の奥に入らんと 
せし v 戌辰の役に挫折し.明治三四年頃には，斯道全<絕へたるの狀態と爲つた- 0 
し吾人が學術の思想を育ひ，發達3度を速ならしめたるは•直接、間接の別*れども*皆 
齊しく先哲の澤を蒙らぬ^はない。却說其源 {: 溯れば、我が理學思想を冥々の中に、 
養植したる者は誰ぞ。實に是れ贈從四位一關孝和先生である•於乎勘揮の廣大な 
る£百年前の粘#に及び•斯道©大偉人を不朽1:傅へ.懦夫にも志を立てしめる ゎけ 
でめる*後學利貞關子の流を汲んだ者 f 今 [ B 1 菊地男爵等の贈位祝祭の擧に與かる 

關孝和先生贈位に付て所感 Ml 同先生學業の大畧 四一 







を得たるは•大に身の光榮と思ひます•仍て旣結1:汎り'所成を述 r 先生學柒の大 
々界を敍しました* 





















刪孝和先生二百年祭式辭 

明治四十年四 M 六 U 東京數爭物理平钤ハ木朝數喂家ノ泰斗關夫子ノ威 n 年祭ヲ踢 
行セ5少夫子姓 sSM 名パ考和字 M 子豹)£稱ヲ新助卜云ヒ0山亭卜眺ス寬永十四 
年上！ pfm 藤岡 ii 生ル父ハ内山七兵衞永明仰ハ溢 m 氏ナ y 出テ關五郞左衞門•〖養パ 
少四代將¥ - 一 仕へ始メ御勘定吟味役夕永元年御納戸紐頭トナル同五年十月二 
十四 n 残 K 人卜爲 y 頴敏ニシテ天授ノオ六歲ノトキ人之-!位シテ敷算スルモノヲ 
見テロタ某ハ第！策ヲ失シ某ハ箔二策ヲ失スト蔡文姬ガ絕弦ヲ指スガ如ク人々愕 
然卜； n テ 3 t 而ヲ仰¥吧然トシテ之ヲ我狱ス以ブ之ヲ奇 M 外ス卽チ疫ス\一一及ビ師 
無クシテ笕數ノ奥妙ヲ極ムルモノハ古人ノ所副文王ナシト雖？衆傑ハ猶興ルト云 
フモノ其レ夫子ノ則ヒヵ又劳ラ天官 ) tfH ヲ學ンデ^ク典大義ヲ知ジ中歲ョリ白首 
二至ッテ神ヲ热シ思ヲ極メ演段諸約翦管招表及灼術 Ini 法弧背立 tta ノ術之ヲ雖适シ 
又笕數二迮フタ千化萬_0在ヲナスべキ漭又天官鮮=北他凡抑駁二與ルぺキ洛古 
人宋ダ#セザルハ天地ノ間一一秘スル所夫子初メ - K 悉ク之ヲ發シ卒 -1 以テ之?輯錄 
シ円ヲ分チ類ヲ聚メテ數 fj 卷ノ害トナ i / 後進ノ由路トナス是二依テ本朝数ヲ言フ 
關孝和先生二 HI 年祭式辭 四 HI 















漭之ヲ關夫子一一 本ブク夫レ 夫子ハ本朝 m 學ノ創立者 ニシテ 爾米其門二從事シタル 
其 人 一一乏シヵラズ硏辦 業ヲ進メ傅統ヲ聯綿シ明治 維新 二 至 ル歐米ノ文運我邦二入 
リ玆二 新 陳交代シテ本韧數學一變スル ニ 至リ5/ モ 夫子ノカ能ク後生ヲシテ盡サシ 
メタルハ 世界ノ認メ テ明ナル事實トス 故 一一本 曾 ハ甙 W 年帑記念トシテ夫子/ 邋舍 
中方陳算脫驗符法病題明致!1]方醜變題術辦■毬闕變形草，求梢ノ七畨ヲ出版シ之7 
以テ夫子ノ功ヲ彰表公-〖セントス不肖朝^乳門末二在リ - K 玆二從事シ聊力之ヲ述 
ブルノ榮ヲ得タリ WC テ式辭トス 奪 

明治四千年因月六" 貪關流宗統七傅川北朝鄰 

















關流算家系譜畧 

* I 

今玆-一關流算家ノ系1 i ヲ揭ゲントス#，東京數學物理學曾記事卷/七二於テ•算家 
譜晷卜題スル小深正容ガ寬政十三$1八〇ご-|書キタルモノ公ニセラレタルコト 
ァブ•福田理軒ノ著ハセル小册子算法玉手箱卜題ス，モノ X 遠藤利貞氏ガ明治二十一一 
九年一一八九六)二著ハセル大 H 本數學史卜題スルモノ皆此系11ヲ知ル〗|用ユ Y キ好 
材料夕 V 、然レドモ此レ等ノ蜜中二揭載セラル、所ノ人名ヲ悉皆網羅ヌルモ•之レ徒 
ラニ鍩雜ナ"モノヲ得ルノ S ニシ-ブ參考-1便ナラズ•故二今玆二 M 比較的最有名ナ 
ルモノ ノミヲ蜞ゲテーッノ农ヲ製セ X トス，蓋關流以外*;モ數學者7?夕9卜雖，之 
レ甚僅少ナルガ故-ス關流算家卜云へバ殆ンド總タノ和算家ヲ指示ス y モノ-1シテ、 
殆ンド總テノ和算家ヲー表ノ屮-一網羅スルハ到底不能ノ事 -1 M スレバナ V ，故二次 
一一揭グル系譜炎 r 烺簡眾明 Bit ユ關流ノ irL 系卜，之一一附隨セル最有名-ーシテ要用ナル 
學漭ノ i ヲ包 < a ヌ 、 固ョブ此表二列セラレタル學济ノ外*有名-ーシテ要用ナルモノ絕 
テ無シト云フ，1;非ズ，簡取叫瞄ヲ旨トシテ著シク其程度ヲ縮メタ少ナ1又現存セ 
ル學溝二及ボナズ。 (林簡一記) 

關流算家系譜褢 . 四五 > 
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關先生贈位 奉告 祭 

明治四十年十二月六ち關先迮二百年忌記念本朝数乎講談曾の^理學博士菊 
池^爵の首唱で、蒯先生の墓前1:於'贈位奉告祭が催された。是は東京數學物理學 
曾とは、少しも關係の なき 事で あるけれ ども、 同じ <關先生 (: 係つ fz 事で.新聞紙では 
誤て此奉吿祭を本 fr の催しのやぅに報逍した程であるから*此書の餘白を藉6て•右 
贈位奉吿祭の次 m を聊か記すこ t 、した‘ 

當 U . 牛込淨輪寺の關先生の莓前に集つたのは次に記す五十二名で*中には學界の耆 
老あゎ、數箏の專門家でなき人❖も少からす、こ tt : it き外國の人までも交つて居た 
ことは、先往0名群が如何(:廣 < 知れ渡つて居るかを示すことである' 祭式は午後 
二時に神昍祌社社司大 a 正牛 ffl 盛亂氏を齋主として開かれ、諸事形の如く午後四時 
滯 b な<終を吿げた_ 

半田盛胤氏の朗續した祭詞と 祭場の 最況を寫した寫眞と a 次に添へて ある， 

平 m 氏の格文に {.i 關先^の事業を簡潔に而も餘德なく述べてあるから，此_演集 a 
最も恰好なるレジュメを得たもの i 言ふ v I である" 

闕先生贈位奉吿祭 一 





贈位奉吿祭參列诉(ィロハ顺) * を附したる { t 本 fr 々員 


一木眞利 
〃林 鶴 一 
堀內平太郞 
* 川北朝鄰 
讀資新開記^ 
"竹®登代太 
*中川銓吉 
南條文雄 
* 藤渾利莴太郎 
•速藤利ぬ 
坂本謹吾 
三浦謹之助 
n 比 sf 正方 


★板橋盛俊 
0 尾 新 
細川潤次郞 
描山剛五郞 
*萵木貞治 
坪井九 m 三 
*中村精男 
★南保^二 
* 藤 敎篤 
#寺尾 壽 
坂本誠吾 
水谷敌長 
サ千本福隆 


Mr 材明恒 
橋本 It 輔 
星野 恒 
*吉江琢兒 
*田村 0 
a 新次代 
夕中村恭平 
ヰ國枝元治 
*福田爲造 
*寺田 W 彥 
★佐野靜雄 

* ジャム -trH 丨ダルジ 

* 須藤傅次郞 


•石原 純 
二六新間記漭 
* 大河內正敏 
萬籾報記悉 
*田九卓郞 
*長岡半太郞 
*中村淸二 
*熊深銳之介 
後藤胤保 
坂部勝太郎 
♦菊池大餹 
I 人見忠次郞 
*數藤斧三郎 


以上五十二名 












關孝和大人贈位奉吿祭詞 

紅万塵？隔ラ伊登#靜—是*淨輪寺乃底津岩根深 A 遠ぇ納*藏之奉 S 3 
彷後力御名 T 法行院殿宗達 n 心大居士 R 稱 m 奉 ms 贈從四位關孝和 
大人命乃奧津诚乃御前*齋 d ; 神田神社社 II 大敎正平田盛胤謹类拜 
ぁゅ宣臼左 A 阿波禮大人命波去 W 之宽永•十九年三月刀言布*上野阈藤 
岡乃里 WMml 内山七兵衞主乃豇名子 R 生 e l 坐之計留 * 後關五郞左衞門 
主*養？ i 坐之 a 德川叫代 A 將軍家綱 S 公*仕坐之〃*始御勘定吟味役 
力任 M 後木丸御納戸組頭 ic ミ擧せ i 祿三百石 T 賜波 UI 給比 S 大人 
命め伊登幼*頃 t 數學乃逍 W 到深久在户 i 旣久ゅ御齡六歲 JJ 11 日 多久 
5人等乎驚加志来給比之事奈母布|||#衍大\命5::1原吉稀主*名簿乎捧《ユ 
深久數學乃逍乎多杼里來然 bIA 机給比之大人命 TJ 智識彌益々 * 
進类坐.' S 終*物爲給比之け I 波幾 n 卷ル上 wlt 上® a 時 n 人等是 Jy 道 J 聖 
關孝和大人贈位奉吿帑詞 一 I 










R 奈 & 稱£奉81之故唐土元乃世 71 , '數學乃博士朱世傑*始米沒見出泥$里之 
天元術 7 J 一日？改来訂之茂更*天元演段法 K 言乎考 m 出 S 給： y 後更 S 
是乎擴米 a 點獄術 T — 發明 i 坐？是與 m 彌益々 S 勤美励奕坐之々效顯波 
袁 a 種々 JL 術等チ考 e 出 W 坐之®1是與 a 筆算法及傍書法等行 asa 我 M 國 

® 乃@乎 M 来&比$爾波0理術刀11ーーロ問留乎見53沉坐之4波實爾是乃道乃上 
0波類無*伊美 cz ^£ 功勳万仰支稱奉5^支祭里曾母大人命*敎ほ坐之， 
狀波先珠算乃法 T 敎 m 次 W 算篱乃法 T 授 wnr ! 後關演段法興®點竄術*及 
Sg 之給比夕！ syM 隱題伏題 JJ 三等乃階級有 aa 多波易」免—奴事奈 ®* 況 
之 H 此 7 L 上*別傅印可*二等 7 J 階級有 raap 人 Jt 栉免左 sa 事奈 saw 是乃五 
等*階級乃免許乎沿 f 軍转傅刀奈 lit 言比之彼乃大人命乃物爲給*之算法 
七部戡乃言«|留波卽印可乃目錄*中爾之ユ常時*在=^波伊登&伊美自久 

^来_之多留モ乃 W 之 a g @ 71 ^; a ##;^ +乃乎@里互奈社.^之々 
曾々母々大人命乃敎子幾百人乃多支'中*其乃名聞裳？成波荒木村英建 
















部 H 弘等？ / i 中 SJVX 木村英波大人命 B 同 n 久敎 r 高原吉種主 W 受針 
多 m 之 W 後太人命乃敎 T 受之乎見 a ® 大命*是乃道 JL 蘊奥乎極来坐 

之沒$乃^3爾_之久：^奈里之^^乎母^比.^饼倍支奈里&乃；§_%母$4^<明乃 

頃大人，命乃流7汲最後，£?敎子ネ53安島直 fc J 播至 si 大 W 進ま a 闕理 
豁術万言 iy ヂ考 n 出泥後和田寧*至取 k 波一 M 進'互冏理逋盡法擺線力 

_2£衍乎：^-^促都|«坡2^«一-^|[迁^_*乃^母.^«^|染多姐力|^布依之^;##^ 

直 P 和田寧乃斯久 P 理豁術||理適盡法擺線等乎見出 W 多-里之母其 7 J 源 
乎繹奴 sb 大ん命乃蒗乎開*給比之功勳 s 奈母在阿々波々禮々思 
比® ^遠支古 s 晳措 f 文祿廋提ル頃豐 R 秀吉 * l 、® 之毛利重能明 

® & 支 P ユ Sg -K w U ^ 之 VIB 之 ® 法 M 宗刀 一一 rlnjas^:lTMra®mlH;gk3Jg^ 

法 Jc *3 P 傅 fnamjpi K 除濫鵃 R 言布#乎物爲於.ぁ芄波算 ㈣ 乎用软交迁珠盤 

乎 M 遇 ：： i W 乎^;布で乃®之 pi &奈ひ@ $ I 乃碑叫.^奈 FJI 計留& & + 5^ #乃 

中®今村知商吉田光 bV 原吉稱 7 V 1 一人 W [; 乃名聞$ m 大人命波高原 
關孝和大 A 贈位奉吿祭詞 3 








吉種主*從 t 数 AL 乃蘊奥乎極米 a 卽 a 荒木建部等*稱 m 之 W 荒木改松 
永 s 傅 m 松永波 I 路*傅2山路迪安島直盹*傅旧安島油0下誠爾傅問 
日下波内3恭和田寧等*傅旧沒終*今乃川北朝鄰主遠藤利貞主等* 
傅 U 阿波鱧當時天下四方乃國々乎見渡=英吉利乃牛 jl 獨逸乃 
萊布爾都力言3龙ル逍乃博士等乃微積分學乎創*ま考£出5^里|大 
人命* N 理術 m 發1]支坐 ゆ大凡同自支時 W 之 a 西朿國波隔ぁ lg & 軏乎 

同=久%多 mnl 也一一一日布倍支 M ぬ社4<-<<叩乃 M 理^£乎#馆出沉4之々波^-_$ 
布爾都*先？十"武#知 M 倍加 KS 阿波禮我 M 國數學力道波毛利重能以降 

是乃道*博士等褶木乃彌繼々 a 世*顯波®多|«*何|*|#彼乃元力朱世傑* 

M 明支之} K 1, 儿 gTt . s ? 乎® 由 gj 宅乃 M # hllm 2 ul - Kn ^ twMpi ^@ A ^; TJ ± 

米給"^遠支古興1[唐土乎乃类敎乃親力仰支之康土乃算法|1|&伊登杼拔針出 

泥！； g 米 H # M _ JM $ J 一一 m 布乎：^®来-^ 之々波! gm # tf 國 乃 M 乎 S 1 之 





^比之乃 AI 奈 M 交® a 乃®乎^之#比之毛乃®之互 m '乃 m 乃 ± 
«|波支#乎&知多111刀瓦半母 M 1ーー©爾#留倍之：^留乎+ 

頓乃名波知ぬ3關先生平知®毛乃尠久萊布爾都力名 i 一口 m 好母孝和大人 

乃^！乎® a 布モ乃#支如久4國- <w.pTr 食射留乃吳奈哀受 ® 久%頁 
<4射里之乎^,.^留浊笑思比 nn,^ffl 之 W 日 jg 乃^3財%,^ ma 日!^乃 

道*篤支東京數學物理學酋5人等諸相謀 S 相語 K 比 a 去？‘四月乃六 
日力言布*大人命乃二百年乃祭典仆奉8^大人命乃神靈乎慰*奉01安* 
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